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ホリトロピン アルファ（遺伝子組換え）  

ローナル抗  
マウスモノク  休  

マウス細胞株  

メルクセ ローノ  
ホり▼ド白‾ビジラ）Lラテ‾領福子砲換支う‾■  手キイ三ニズ  

ハムスター細  

胞株  

ブタ皮膚  

ネ萌‾  
製造工程  

チャイニー。  
ハムスター  

卵巣細胞  

メルクセ ローノ  
ホリトロピン アルファ（遺伝子組換え）  スウェーデ  

ン  
製造工程  

メルクセ ローノ  
ホリトロピン アルファ（遺伝子組換え）  

トリプシン  
ブタ睡嘘‾  米国、カナ  

ダ  

製造工程  

過去30～35年間に製造された第Ⅷ因子製剤中にヒトパル  
ボウイルスが存在するかを調べた。175ロットのうち28ロッ  
トがPARV4シークエンスを含み、その内2ロットにジェノタ  
イプ1型及び2型の両方が存在した。最大ウイルス主は10  
▲5copies／mL以上であった。PARV4陽性の第Ⅷ因子製剤  
の大部分は1970年代及び1980年代に製造されていた。  
B19Vは175ロット中70ロットで陽性であった。  

パルボウイル ス  
日本  添加物  

Vox Sanguinis 
2007：93：341－347  

トランスジェニックマウス（101LUを用いた感染性実験の  
結果、TSE疾患の臨床症状と脳の空胞化という徴侯を示  
すがPrPS¢のレベルが低いかもしくはイムノブロット法で  

は検出されない動物の脳組織内に、高力価のTSE感染性  
が存在しうることが明らかとなった。この結果はPrPScの  
レベルと感染価との間の相関性に疑問を投げかけるもの  
であり、プロテアーゼK抵抗性のPrPをほとんどもしくは全  
く含まない組織が感染性となりうること、および高力価の  
TSE感染性を有しうることを示すものである。  

オーストラリアで一人のドナーから臓器移植を受けた3例  
が移植後4－6週後に死亡した。他のいかなる方法でも原  
因不明であったが、2例のレシピエントの移植肝および腎  
から得られたRNAを偏りのない迅速シークエンシングで解  
析することにより、リンハ○性脈絡髄膜炎に関係する新規の  
アレナウイルスが原因であることが明らかとなった。レシ  
ピエントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルス  
が検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認さ  
れた。この方法は病原体発見の強力な手段である。   

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

JBio】Chem2007；  

282：35878－35886  

リンハ’性脈絡髄 膜炎  NEngtJMed2008；  
358：99ト998  
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最小感染王を求めるために、遺伝子型Aまたは遺伝子型  
CのHBVを含む急性期前の接種株をチンパンジーに接種  
したところ、最小50％チンパンジー感染iくCID50）は各々  
約10コピーと推定された。最低感染土を接種したチン／〈ン  
ジーにおけるHβVDNAウィンドウ期は遺伝子型Aでは  
55－76日、遺伝子型Cでは35－50日、HBsAgウィンドウ期  
は遺伝子型Aでは69－97日、遺伝子型Cでは50－64日で  
あった。またH8VDNAダブリングタイムは遺伝子型Cの方  
が遺伝子型Aに比べ有意に短かった。  

2004年1月1日－2006年12月31日に腎移植く241名）また  

は肝移植（86名）を受けた患者の移植時の抗HEVIgG保  
有率は、各々14．5％または10．4％であった。この内、肝移植  

を受けた3名、腎移植を受けた9名、腎臓と賭臓の移植を  
受けた2名の計14名で急性HEV感染を同定したが、全点  
血清HEVRNA腸性であり、内8名が慢性肝炎となった。移  
植から診断までの時間は短く、慢性肝炎に進展した患者  
ではリンパ球数並びにCD2、CD3およぴCD4T細胞数が  
有意に低かった。  

B型肝炎  Transfusion2008：  
48：286－294  

盲彗訴項……‾‾  NEnglJMモd2008；  

358：811－817  

ScienGe2008；319：  

1096－1100  

ヽ    1  

メルケル細胞癌（MCC）検体をd噛b＝レanscパptome  
ヒトポリオーマ ウイルス感染  ＄ubtrac七on法を用いて検査し、新種のポリオtマウイルス  

を同定し、メルケル細胞ポリオーマウイルス（MCVまたは  
MCPyV）と命名した。このウイルスはMCC腫痔10検体中8  
例（80％）で検出されたが、対照組織検体では59例中5例  
（8％L対照皮膚組織検体では25例中4例（18％）でしか検出  
されなかった。MCVがMCCの病原因子である可能性が示  
唆された。  

感染  56thAnnual  
Mee七ngofthe  
American－Society－  

○トTropica卜  

Medicine－∂nd－  

Hygiene 1044 

Ei項両所テプラズ寺壷甫6砺鷲宮函まこ‾i繭亨訂‾‾ 束2倍となった。原因病原体のAnaplasma phagocytophilumによる血液の安牟リスクを調査するた め、間接免疫蛍光法を用いてコネチカット州及びマサ  
チユーセッツ州の血液ドナーのA．phagocytophilumに対す  
るヒトIgG抗体を測定した。その結果、2001年から2006年  
に採取された15．828ドナー血清中432例（2．7％）が抗体陽  

性であった。比較的高い陽性率が持続していることから  
更なる調査が必要である。  

ヒツジのリコンビナントPrP（rPrP）のヒツジにおける血液ク  

リアランスならびにスクレイピー関連フィブリル（SAF）静注  

後のPrPresへの曝露について調べた。rPrPのARR変異  
型は、VRQ変異型よりもより早く除去された。また、PrP¢  
のARR変異型のクリアランスがVRQ変異型のクリアランス  
よりも大きいことが示唆された。rPrPの血渡クリアランス  

は、両腎臓摘出後は52％減少し、rPrP除去に腎臓が重要  
であることが示された。PrPresはSAF静注後は緩やかに  
除去された。   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病  

Transfusion2008：  

48：609－619  
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カナダにおいて、Sa冊⊃ldウイルスに関連するカルジオウイ  
ルス分離株が呼吸器症状を有する3名の小児の1咽頭  

吸引物から検出された。Canl1205卜06分離株のポリプロ  
ティン配列は、Saffoldウイルスと91．2％のアミノ酸同一性を  
有した。しかし、ウイルス表面のEF及びCDのループは、  
かなり異なっていた。  

ウイルス感染  EmergInfectDis  
2008：14：834－836  

出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に  

ボリビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検  
体を入手し、患者血清検体から非細胞陣書性ウイルスを  
単離し、アレナウイルスと同定した。RT－PCR分析、並び  
にS及びLRNÅセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。  

ウイルス感染  PLoS Pathogens 
2008：4：elOOOO47  

80225に同じ  ／くルポウィル ス  Vox Sanguinis 
2007：93：34ト347  

7下リエチレンワリコール処葺呈‡元旬  

免疫グロブリン  

乾燥抗破傷風人免疫グロブリン  

80225に同じ  異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

‾  
筍7稽蔽甫嶺  

膜炎  

JBioIChem2007：  

282：35878－35886  

80225に同じ  NEnglJMed2008；  
358：99卜998  

80225に同じ  B型肝炎  Transfusion2008：  

48：286－294  

80225に同じ  E型肝炎  NEngtJMed2008；  
358：81卜817  

8022引こ同じ   ヒトポリオーマ  
ウイルス感染  

Science2008：319：  

1096－1100  
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8022引こ同じ  56th Annual  
Mee厄ngofthe  

American－Societr  
OトTropiGa卜  

MediGine－and一  

丁ransfusion2008；  

48：609－619 
異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

Ifl 

百石指感官  

8022引こ同じ  

80225に同じ  EmergInfectDis  
2008：14：834－836  

ウイルス感染  8022引こ同じ  PLoSPath（〉genS  

2008：4：elOOOO47  

ニュージー ランド、オー ストラリア  

ウシトランス  
フェリン  ニュージー ランド、オー ストラリア  

面遷画布萌‾  

（米国薬局  

方及びヨー  

ロッパ薬局 方適合晶）  

原産国不明  
（ATCC登録 株）  

チャイニー．  

ハムスター  

卵巣細胞  

ハムスター卵  

チャイニース  巣細胞  

ズ菟護グ石 
‾ プリンG  

白こ高藩－‾‾‾‾‾  米国  
pH4処理酸性人免疫グロブリン  異型クロイツ  

フェルトヤコ  

ブ病  

－－■■●■■■■■－－－－－－－－－－－－－－－－－－一－－－－－－－－－－－－一－－－－－－－●－■■■■■●■■－■■－■  

米国Po止smouthで、脳変性疾患を呈し死亡した女性の死  dailypre＄S．COm  

2008年4月11日  因を、VCJD疑いのため調査中である。MRぼたは脳ス  
キャンの結果がアトランタの疾病対策センターに送付さ  
れ、バージニア大学および国立プリオン病病因サーベイ  
ランスセンターで更に検査される。結果が出るまでには  
数ヶ月を要すると思われる。   
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UfeSGience社は血液中の  カナダQuebecのProMetjc   
フェルトヤコ  

異型クロイツ  ブ病  
Medg8dgetcom  
2008年4月9日  vcJDプリオンを除去する使い捨てフィルターを開発した。  

何首万ものペプチドをスクリーニングし、プリオンに最も親  
和性のあるものを探し、市販の樹脂に固定し、膜状にし、  
何層にも重ねた。本フィルターは汚染血液からのプリオン  
除去が可能であった。また、フィルターで処理したプリオン  
感染ハムスターの血液をプリオン非感染ハムスターに投  
与しても疾患は発現しなかった。  

3つの血液凝固因子製剤（第Vm因子インヒビターー／くイパ  

ス活性、第IX因子複合体および第∨Ⅰ潤子）の製造工程に  
おいてSTIM－4蒸気加熱処理装置を用いた不活性化処理  
を行い、ヒトパルボウイルスB19（B19V）とマウス微小ウイ  

ルス（MMV）間で不活性化効果の比較を行った。その結  
果、血液凝固因子製剤の中間体の種類に関わらず、試験  
に用いたB19V（遺伝子型1型、2型）はいずれもMMVと比  
較して効果的に不活性化された。  

パルボウイル ス  
Transfusionin PreSS  

出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に  
ボリビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検  
体を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを  
単離し、アレナウイルスと同定した。RT－PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。  

ヒトトランス  
フェリン  

ヒト血液  米国  
ウイルス感染  PLoS Pathogens 

2008：4：elOOOO47  

80232に同じ  ウイルス感染  PLoS Pathogens 
2008；4：elOOOO47  

カナダで11頭目のBSE牛に関する調査報告である。2007  
年12月9日に約3ケ月半の疾病後、処分されたEast  
CentralAlbertaのウシは、予備試験ではBSE陰性であっ  
たが、詳しい検査の結果、BSE陽性と確定された。当該牛  
は1994年3月15日生まれのヘレフオード牛で、死亡時165  
月齢であった。当該農場で出生し、外に出たことはなかっ  
た。出生コホートおよび飼料コホートが実施された。本症  
例はカナダでは2頭目の非定型BSEであった。   

BSE  

Canadian Food  
lnspection Agency 
2008年4月16日  
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008年2月26日、CFIAはAJbertaの6歳の乳牛をBSEと確  
した。カナダで12頭目のBSE牛である。どの部位もヒト食  
料または飼料システムに入っていない。当該牛は2001年  
12月21日生まれであった。国際ガイドラインに基づいた疫  
学的調査を実施中である。  

Canadian F00d  
InspectionAgen（；y  

2008年2月26日  

オーストラリ  

ア、ニュー ジーランド  
BSE  

80234に同じ  C8nadian Food  
lnspection Agency 
2008年4月16日  

Canadian Food  
Inspection Agency 
2008年2月26日  

Canadian F00d  
In＄Pe（：心onAgenGy  

2008年4月16日  

BSE  

80234に同じ  

オーストラリ ア、ニュー ジーランド  
BSE  80234に同じ  

80234に同じ  Canadian Food  
lnspec七onAgenGy  

2008年2月26日  

Canadian Food  
Inspe¢厄onAgency  

2008年4月16日  

BSE －  

80234に同じ  ●ヽ◆ ＿ユ‾ンー■－■ ランド、米国  

BSE  

80234に同じ  Canadian Food  
Inspe（；厄onAgency  

2008年2月26日  

C8n8dian Food  
lnspection Agency 
2008年4月16日  

ワイス  
ウシ血清ア  
ルブミン  

BSE  
ゲムツズマフオゾガマイシ1（遺伝子組  

換え）  

■●■■■■■■一■■■■■■■■川■■■■■■■■■一一－－－－－－－－－－－－－■－－－－－－－－－－一一－－－－－－■■一一■■■■■■  

80234に同じ  

し、  

■■▲■一－■■■■■■－■■川■■■●●●－－－－－－－－－－－－－■－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－●■－■■一●■■■■●■－■ 80234に同じ   Canadian F00d  
Inspe¢廿0nAgency  

2008年2月26日  

コレステロー  ヒツジ毛  オーストラリ  

ア、ニュー ジーランド  
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ゲムツズマフオゾガマイシン（遺伝子組 換え）  

マウス骨髄  
腫由来NSO  
細胞  

チャイニース  
ハムスター  
卵巣細胞  

ウシ胎児血  
こヨ巨 ′円  

マウス骨髄腫  

マスタセル  

バンクに使  
用した動物  
の細胞株   

オーストラリ  
ア、ニュー  
ジーランド  

ハムスター卵  

チャイニース  巣細胞  
狂犬病  

乏i元ラ軒1月12日、インドAanapparaの100名近くの住民に  
対し、狂犬病のワクチンが接種された。子牛が狂犬病の  
イヌに攻まれたため、住民は、子牛の唾液からその母牛  
に狂犬病が感染した恐れがあると疑い、その牛乳を飲ん  
で狂犬病に感染した可能性があるとの集団ヒステリーを  
起こしたためである。母牛への感染は確認されていない。  
また牛乳を介して狂犬病が感染することは極めて低いと  
考えられる。  

ProMED－  

mai‡20071115．3708  

ダルベポエテン アルファ（遺伝子組換 え）  

2007年10月29日、米国Minnesota南東部のブタ処理施設  

の従業員における原因不明の神経疾患についての報告  
があり、州保健局と米国CDCが調査中である。2008年1月  
28Ⅰヨ現在、進行性炎症性神経障害症例は12例で、症状  
はブタ頭部処理に関わったヒトで発生した。原因は特定さ  
れていない。  

CDC／MMWR2008：  

57（EarlyRe】ease）：  

ト▲3  

補語系硬ぎ‾‾’  
アメリカ合衆  

国、カナダ  
トリプシン  

トリプシン  
ダルベポエテン アルファ（遺伝子組換 え）  

80242に同じ  
狂犬病  アメリカ合衆  

国、カナダ  
ProMED－  

maiI20071115．3708  

スツール  

第一三共  

ワクチン  

‾‾‾  
フ琵不手元蘭書モ冨こ蒜蒜㌫蒜蒜蒜こ蒜汚葵が栃  
される血小板濃縮製剤（PC）の保存から輸血までを追跡し  
たところ、輸血後の青書事象は見られなかった。Inviけ○  

試験でプロピオン酸菌属の臨床分離菌をPCに接種し、好  
気的に220cで10日間保存という条件下での生育を調べた  
ところ、細菌の生育は緩慢か生育を認めなかった。プロピ  
オン酸菌属はPC保存条件下では増殖しないため、検出さ  
れないか、輸血後に検出されると考えられた。   

細菌感染  Vox Sanguinis  
2008：94：193－201  
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カナダのトロントで行われた病原体  2007年3月29－30日   Transhsion2007；  
47：2338－2347  不活化（PI）技術に関するコンセンサス会練の報告である。  

近年の検査技術の発達により、現状の輸血感染症リスク  
は非常に低く、PIを直ちに導入する事は推奨しない。しか  

し新興感染症のリスクは未知数であり、PIは予防手段とし  
て重要である。広範囲の病原体を不活化できる安全な方  
法が確立されれば実施すべきである。  

感賞…‾‾‾…‾‾  

ABC Newsle仕er 2008年1月‖日  

血液安全・安定供給酪同委貞会は、米国保健社会福祉  
省事務局に対し、安全で効果的な輸血用血液製剤の病  
原体低減技術（不活化）の早急な開発を使先して進め、  
開発され次第実施するよう勧告した。病原体低減の効果  
と安全性を示すエビデンスの蓄積は、今後蔓延する可能  
性のある感染症に対し広く適応できるセーフガードとし  
て、この技術の導入を保証するという決縫を採択した。  

感染  
Tr8nSfusion2008： 48：304－313  

血小板濃厚液におけるUVC照射の病原体不活化能を検  
討した。∪VC照射は、血小板の品質に影響を及ぼさず  
に、細菌（表皮ブドウ球菌、黄色ブドウ球菌および大腸  
菌）ならびに伝播性胃腸炎ウイルスなど広範なウイルス  
（HⅣおよぴシミアンウイルス40を除く）を不着化することが  

できた。しかし、HⅣのような血液感染性ウイルスに対応  
するには、∪VC法をさらに最適化することが必要である。  

感染  
Transfusion2008； 48：697－705  

欧州の3つの血液センターにおけるアモトサレンおよぴ  

UVAによるフォトケミカル処理くPCT）過程のプロセス／くリ  
デーション試顔を行った。フィブリノーゲンおよび第∨Ⅶ因  
子はPCTにより平均26％減少したが、治療用血兼として十  
分なレベルを保持していた。他の凝固因子は対照FFPの  
レベルの81T97％であった。PCT処理済FFP中の凝固因子  
が治療用血菜に関する欧州規制および圏内基準の範囲  
内に保持されることが示された。  

ブルセラ症  
64歳の日本人男性が6週間続く発熱で1998年6月2日に都  

内の病院に入院した。入院時の血液培養からグラム陰性  
梓菌が検出され、8mce‖amelitensis2型と同定された。患  
者は同年3月にイラクに滞在し、ヒツジのチーズを摂取し  
たことが明らかとなった。患者の妻（60歳）が同年5月318  
から発症し、BnJCe＝amelit即Sisが血液と関節液の培養で  
検出された。イラクの帰国者からその妻へ、ブルセラ症が  
性感染した可能性がある。   

JTravelMed2007：  
14：343－345  
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の 急性呼吸不全と髄  血小板濃厚液の輸血後に、TRAu様   第56回 日本輸血・  

細胞治療学会総会  
2008年4月25－27日  
WS－3－3  

細菌感染  
膜炎を併発し、血小板残液からBacilluscereusが検出さ  
れた症例の報告である。TRAU様の急性呼吸不全を呈し  
た際は、輸血後感染症も視野に入れた対応が必要であ  
る。髄膜炎併発例の報告はこれまでに無し＼が、輸血後感  
染症治療では髄液移行性も考慮した抗生剤選択が求め  
られる。培養検査だけでなく、遺伝子検査まで施行するこ  
とが、診断及び同一菌株の証明に重要である。  

2003年6月から7月にアルジェリアOran地区においてペス  

トの集団感染が発生した。同国では、この疾患は50年以  
上報告されていなかった。腺ペスト症例18名が特定され、  
Yersiniapes七sが6名から分離された。初発患者を除き、  
全員が回復した。標的予防的化学療法、衛生、ベクターコ  
ントロールが、感染制御上重要な役割を果たした。疫学  
的、分子生物学的な知見から、当該期間中、現地の保菌  
動物の存在が強く示唆されたが、その起源については特  
定できなかった。  

ペスト  
2007：13：1459－  EmergInfectDis  1462  

カリフォルニア州サンディエゴ郡の年間梅毒症例数は、最  
低となった2000年の28例から昨年（2007年）は340例まで  
急増した。州の他の大都市の郡と比べて非常に急激な増  
加で 
なる。州から派遣された5名の専門家チームは、梅毒と診  
断された人々と連絡をとって、性的パートナーを探し、検  
査を受けるよう勧めている。  

梅毒  SignOnSanDiego．co  
m 2008年3月26日  

血液製剤の輸血によりシヤーガス病に感染し、死亡した  

スペイン人患者の寄生虫学的、血清学的疾患経過、なら  
びに供血者の調査の報告である。患者は白血病の既往  
があり、176名以上の供血者由来の輸血を受けていた。  
臍帯血移植のための免疫抑制状態で、寄生虫が血液脳  
関門を通過して神経系に感染したことが確認された。特  
定された供血者は無症候であった。複数回輸血患者は、  
免疫抑制剤治療実施前に、▼抗TrYP8nOSOmaCruZi抗体の  
スクリーニングを受けるべきである。  

アメリカtトリパ ノソーマ症  

Clin Infect Dis 

2008：46：e44－47  

2008年1月21日、Braziliaで32歳の男性が黄熟のため死亡  

した。これは、ブラジルにおける15人目の黄熱死亡患者で  
ある。MatoGrossoでも1名の感染と死亡が確認された。  
パラグアイ保健当局は首都Asuncjonの病院で集中治療を  
受けていた39歳の女†生が2008年2月16日に死亡したと発  
表した。同国ではこれまでに、少なくとも6名が黄熟によっ  

て死亡した。多くの市民がワクチン投与を求めて病院に  
殺到している。   

亨才）㌃天啓好‾  

ProMED－  
mai】20080218．0645  
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ウイルス感染  米国4州における2006－2007年のアデノウイルス血清聖  

14（Ad14）に関連した急性呼吸器疾患に関する報告であ  

る。Ad14は稀にしか報告されないが、全ての年齢層の患  
者に重症で致死的な呼吸器疾患を起こす可能性がある。  
2006年5月にニューヨーク州で生後12日自の乳児がAd14  
感染により死亡し、07年3－6月にオレゴン州、ワシントン州  
およびテキサス州で計140名の感染患者が確認された。  
これらの患者から新規のAd14変異種が分離された。  

CDC／MMWR2007；  

56（45）：1181－1184  

＼＿＿  

イタリア北東部の隣接する2つの村で原因不明の発熱性  
疾患患者が多数報告され、ヒトおよび蚊由来の検体を分  
析した結果、テクングンヤウイルス（CHIKV）が原因である  
ことが明らかとなった。200丁年了月4日から9月27日の間lこ  

205例のCHIW感染症例を同定した。村の親戚を訪問し  
た時に発症したインド出身男性が初発症例と推定され  
た。系統遺伝学的分析により、イタリアのCHIKV株はイン  
ド洋諸島での初期のアウトブレイクで分艶された株と高い  
相同性を示した。  

亨グジラ≡草弓  
イルス感染  

Lancet2007；370：  
1840－1846  

NEnglJMed2008： 358：991－998  

砺；稽稲葡 
‾ 膜炎  が移櫨後4－6週後に死亡した。他のいかなる方法でも原  

因不明であったが、2例のレシピエントの移植肝および腎  
から得られたRNAを偏りのない迅速シークエンシングで解  
析することにより、リンハ●性脈絡髄膜射こ関係する新規の  
アレナウイルスが原因であることが明らかとなった。レシ  
ピエントの腎、肝、血液および脳骨髄液からこのウイルス  
が検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認さ  
れた。この方法は病原体発見の強力な手段である。  

供血者血兼検体中のサイトメガロウイルス（CMV）DNA陽  

性率を検討した。過去にCMV血清陰性で初めて抗℃MV  
lgG陽性を示した供血者82名の血兼検体44％が反復的に  
CMVDNA陽性であった。1年以上血清反応陽性または血  
清反応陰性供血者はいずれもCMVDNA陰性であった。  
白血球除去の実施にもかかわらず、新規血清反応犠牲  
供血者のウイルス血痘は輸血伝搬性CMVの残存リスク  
の重要な原因と考えられる。  

ウイルス感染  Transfusion2007：  
47：1972－1983  

運動失調や記憶障害などを呈し、発症後14ケ月で死亡し  異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

Arch Neuro12007：  

64：1780－1784  た患者（39歳女性）の剖検を行ったところ、白質の広汎な  
変性と皮質および白賞におけるPrP沈着を示す非定型孤  
発性CJDであった。小脳組織由来のPrPScを分子分析し  
た結果、VCJDでみられるPrPSc4型と似た新規のPrPSc  
であることが示された。典型的vCJDとはEDTA存在下で  
のプロテアーゼ開裂部位が異なった。この患者のPRNPコ  
ドン129はホモバリンであった。   
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英国NatjonalCJDSurvei‖anceUnitに報告された2008年  
1月7日現在のCJD敗は、VCJD診断確定死亡症例（確定  
例）114名、VCJD可能・性死亡症例（神経病理学的確走診  
断がない）48名、VCJD可能性死亡症例（神経病理学的確  
定診断待ち）1名で、＞CJD診断確雇または可能性例の死  
亡総数163名であった。生存中のvCJD可能性症例数は3  
名であった。英国に給けるvCJD流行は減少しつつあると  
いう見解に一致する。  

フェルトヤコ  

異型クロイツ  ブ病  
ProM【D－  

mait20080107．0087  

感染動物モデルにおしヽても、血中のPrPresは白血球を除  
きめったに検出されない。新規の酸性SDS沈殿法と高感  
度化学発光法とを組み合わせることにより、プロティナー  
ゼK耐性3F4反応性タ＝ノバクが、スクレイピー感染ハムス  
ターの血策中からは検出されるが、疑似感染ハムスター  
では検出されないことが示された。血渠中において  
PrPresは他の血葬タンパクと糖鎖を通じて凝集しており、  
スクレイピー感染ハム．スター血矧こおいて検出可能と  

なったことが示唆された。  

Microbiol lmmunol 

2007：51：122ト  

1231  
異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

非典型的BSE株0）1つであるBASE（またはBSE－L）の感染  
性およぴヒトでの表現型を調べた。BASEウシ由来の脳ホ  
モジネートを、ヒトプリオン蛋白を発現するトランスジェニッ  
ク（Tg）マウスに接種したところ、60痛†20－22ケ月後に感染  

し、古典的BSEに閲す‾る報告より高い感染率であった。  
BASE感染ヒト化Tgマウス脳における病因性プリオンのア  
イソフォームは、元のウシBASEまたは孤発性ヒトプリオン  
病のものとは異なっていた。またBASEプリオンはリンパ  
向性であった。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

JViro12008：82：  

3697－3701  

‾‾  
i砺5草薪ぢ萎証言萄百薫育だこ英国甘柿菅募春画茄盲  

国際獣疫事務局（OIE〕に報告された畜牛におけるBSE症  
例数である。2006年は、スペイン68亘頁、アイルランド41頸、  
ポルトガル33頭、ドイ、ツ16頸、日本およぴポーランド10  

頭、フランス8豆頁、イタりア7頭、スイスおよびカナダ5頭、  
チェコ3亘頁、オーストリ7、ベルギーおよぴオランダ2豆頁、ス  
ロベニア、スウェーデニ′および米国1頭である。2008年に  

は、これまでにカナダ1頸、アイルランド6重責が報告されて  

いる。  

OIE／Wortdanim81  
health situatjon  
2008年3月31日  

BSE  

2008年3月までに、英国から国際獣疫事務局（OIE）に報告  
されたBSE数である。1987年以前は英国全体で446頸で  
あったが、1992年には37280頭となった。その後、減少し、  
2007年には67頭となった。2008年は3月31までに10豆頁報  
告されている。   

0IE／World animaI  
health situation  
2008年4月17日  
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フランスの新規HⅣ診断例におけるHⅣ－2およぴHⅣ－1グ  
ループ0型の感染率を調べた。2003年1月から2006年6月  
に10184例のHⅣ新規診断症例が報告されたが、HⅣ－2お  
よぴHⅣ－1グループ0型感染の割合は、各々、1．8％およぴ  
0．1％であった。これらの症例のほとんどは、異性との接触  
により感染した流行地域出身の患者であった。HⅣ－2感  
染のうち3例は男性と性的関係を持つ非アフリカ系男性で  
あった。  

AIDS2007：21：  

2351－2353  

1999年1月－2006年12月に長崎で献血を行った初回献血  ArnerjcanSociety  
OfHematology2007  
年12月8－11日  

者の年齢別、出生年別および期間別HTLV－1血清陽性率  
の傾向分析を行った。血清陽性率は年齢が高くなるにつ  
れ有意に増加した。また1987－1990年に生まれた献血者  
では1985－1986年に生まれた献血者と比較して有意に  
低かった。ウイルスキャリアの母親の授乳を避ける事を指  
導した県の対応が陽性率の低下に貢献していることが示  
された。  

インフルエンザ  
カナダの共同農場で生活していた7ケ月齢の乳児から、  

2007；13：1865－  EmergInfectDis  1870  A／Canada／1158／2006と名づけられたブタインフルエンザ  

Aウイルス（H3N2）が単離された。この農場のメンバー90名  
の内54名で同ウイルスに対する血清学的検査を行ったと  

ころ、54名中9名が陽性であった。また、ブタ10頭のうち1  
頭で血清陽性が明らかになった。ブタインフルエンザウイ  
ルス株は効率的にヒトからヒトへ伝染する形に適応また  
は交雑することから、インフルエンザ流行への備えの一  
環として養豚者の定期的サーベイランスを検討すべきで  
ある。  

フジラ）i言ジず  －■■■■■■■■■一■■■■一－－－－－－－－－－－－－－●■－－－－－－－－－一一－－●●－－－－■－－－－－－一一－－－■■■■■■ インフルエンザパンデミックと血液供給に関するAA8Bの  

Report2008年2月  

AA8BWeekly  29日  

作業部会は、パンデミック時に供血間隔の例外的な取り  
扱いを認めるよう2月14日にFDAに対し要望書を送付し  

た。パンデミック時には適格な供血音数が制限されること  
が予想されるため、全血および赤血球採取の間隔を短く  
することが最も有効であるとしている。  

蔦才ジ茄［王ジ ザ  

WHO／CSR2007年 12月9日  

中国におけるトリインフルエンザの状況（update5）：2007  

年12月9日、中国衛生省は同ウイルスの新規ヒト感染症  
例を報告した。Jjangsu省の52才の男性で、12月2日に同  
ウイルス感染で死亡した24才男性の父親で、現在入院中  
である。中国での確定例は27例で、うち17例が死亡して  
いる。   
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輸血によりHBs抗体エスケー  B型肝炎  第37回 日本肝施  
学会西部会 2007  
年12月7－8日、肝臓  
2007；48（Supp13）：  
A522   

変異株に感染し、肝炎を  
発症した40歳代女性の症例報告である。献血者、受血者  
の塩基配列の解析を行って感染が証明された。核酸増幅  
検査を含む献血者のスクリーニングを行っているにもか  
かわらず、本邦では年間10－20例のHBV感染が報告され  
ている。その原因の一つがHB＄抗体エスケープミュータン  
トであるが、本症例のように献血者、受血者ともに塩基配  
列の解析を行い感染が証明された例はきわめて稀であ  
る。  

‾  
裏不惑重富音素高石テ；高だ二講話享電話寅掴溝苗字嘗  
CのHBVを含む急性期前の接種株をテン／くンジーに接種  
したところ、最小50％チンパンジー感染皇（CID50）は各々  

約10コピーと推定された。最低感染量を接種したテン／くン  
ジーにおけるHBVDNAウィンドウ期は遺伝子型Aでは  
55－76日、遺伝子型Cでは35－50日、H8sAgウィンドウ期  
は遺伝子型Aでは69－97日、遺伝子型Cでは50－64日で  
あった。またHBVDNAダブリングタイムは遺伝子型Cの方  
が遺伝子型Aに比べ有意に短かった。  

日本赤十字社（JRC）が全国的ヘモビジランス体制を導入  
してから14年が経過した。報告された輸血副作用症例数  
は年間約2000例で、過去3年間はほぼ一定である。非溶  
血性輸血副作用は報告症例の約80％を占め、輸血関連急  
性肺障害などが含まれる。輸血感染症の報告数lま年々  
減少している。JRCのヘモビジランスは病院の自発報告  
に基づいており、病院と血液センターとの協力が不可欠  
である。  

B型肝炎  Transfusion2008；  

48：286－294  

感染  

2007：93（Suppl．2）：  VoxSangulnis  31  

B型肝炎C型  
肝炎  

斬岳面白盲葡瓦ニ 
細胞治療学会総会  
2008年4月25－27日  
‾‾   P－033  

2007年に医療機関から日本赤十字社に報告された輸血  
関連感染症の報告数は124例（10月末現在）であり、一昨  
年及び昨年の同期間に比べ減少傾向にある。内訳は  
日日Vが61例、HCV32例、細菌24例、その他のウイルスが7  
例であった。ウイルス感染（疑）症例の調査結果により病  
原体を確認した症例は、HBVの12例とHCVの1例であっ  
た。HCVのl例は20プールNAT開始後（2004年8月開始）  
初めての検出限界以下の献血血液による感染症例で  
あった。  

C型肝炎  
慢性HCV感染患者1930名（感染群）とHCV陰性患者1941  

名（対照群）とを比較し、リスク因子を検討した。静注薬物  
使用、1992年以前の輸血およぴ2つ以上の入れ墨は感染  
群の方が対照群より有意に高かった。入れ墨はHCV感染  
リスク要因のない患者群においてもHCV感染と強く相関し  
ていた。   

American Socjety  
fortheStudyof  
UverDiseases  
2007年11月2－6日  
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2003年4～10月にイタリアの血液透析施設で患者4名に  
HCV抗体セロコンバージョンが認められた。この4名と以  
前からHCV抗休陽性であった10名のHCVRNAおよぴ  
HCV遺伝子型を検査し、系統遺伝学的解析をした結果、  
新規感染患者4名のHCVは辻伝子型2¢で、2G型慢性感染  
患者1名から分離されたウイルスと近縁であった。感染制  
御手段の不備と装置による伝播が疑われた。  

C型肝炎  JMedVir012008；  
80：26卜267  

英国サウスハンプシヤーの単一施設において2005年6月  

から13ケ月間にE型肝炎13例が発生した。これらの患者  
はルーチンのE型肝炎血清検査を導入開始後に特定され  

た。同一期間中A型肝炎は2例、B型肝炎は4例であったこ  
とから、原因不明の急性肝疾患を発症し、関連する渡航  
歴のない患者全員にルーチンのE型肝炎検査を実施する  

ことが重要と考えられる。  

E型肝炎  JMedViro12008；  

80：283－288  

E型肝炎  
至誠碍子育子盲：巧6石盲軒重曹訂百だ青海福詣前盲う盲F‾‾  

は肝移植（86名）を受けた患者の移植時の抗日EVIgG保  
有率は、各々14．5％または10．4％であった。この内、肝移植  

を受けた3名、腎移植を受けた9名、腎巌と膵臓の移植を  
受けた2名の計14名で急性HEV感染を同定したが、全員  
血清HEVRNA陽性であり、内8名が慢性肝炎となった。移  
植から診断までの時間は短く、慢性肝炎に進展した患者  
ではリンパ球数並びにCD2、CD3およぴCD4T細胞数が  
有意に低かった。  

N EnglJMed2008：  
358：81ト817  

‾  
死海青垣薗だ盃丁花柳砧汗烹タブ＝三ジ殉蘭  
量を用いてTaqManRT－PCR法によるHEVNATスクリーニ  
ングを行った。陽性献血者85例について追跡調査および  
遡及調査などを行なった。陽性献血者の多くは動物内臓  
肉を食してHEVに感染したと考えられる新規感染者で、  
GenotypeはG3が多かった。多くは症状が現れないまま抗  
体が陽転化し、典型的な無症候性一過性感染の経過を  
たどった。  

E型肝炎  

業56回日本輸血・ 細胞治療学会総会 2008年4月25－27日 0－026  

保健当局は、ウガンダ西部において16名が死亡し、他に  エボラ出血  ProMED－  

mai120071130．3869  50人が羅患したエボラウイルスは、新規の株であると  
2007年11月30日に発表した。最初の症例はコンゴ民主共  
和国と直境を接するBundibugyo地区において11月10日に  
報告された。この株では出血はあまり見られす、患者は  
高熱の後、死亡する。   
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8024引こ同じ  Vox Sanguinis 
2008：94：193－201   

80246に同じ  感染  Transfusjon2007：  

47：2338－2347  

8024引こ同じ  感染  ABC Newsletter  
2008年1月‖日  

80246に同じ  感染  Transfusion2008：  

48：304－313  

80246に同じ  感染  Transfusion2008：  

48：697－705  

80246に同じ  
ブルセラ症  

JTravelMed2007；  

14：343－345  

第56回 日本輸血・  

細胞治療学会総会  
2008年4月25－27日  
WS－3－3  

EmergZnfectDis  
2007：13：1459－  

1462  

80246に同じ  細菌感染  

80246に同じ  ペスト  

80246に同じ  梅毒  SignOnSanDiego．co  
m 2008年3月26日  

リカ・トリパ  

ノソーマ症  アメ  
80246に同じ   Clin［nfect Dis  

2008；46：e44－47  
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80246に同じ  OtE／WoHd animat  
hea嘉th situatjon  

2008年4月17日   

ー■■－－●■■●■■一－－－－－－－－－－－●■－－－－－一一－－－－一一一－－－－－－－－－－■■■■■■－■■－－■－■－■■■■■  

80246に同じ  AIDS2007：21  

2351－2353  

■▼■－－■●■■■■一■－■1－－－－－－－－－－－－－t－－－－－－－－－一一一一－－－－－－－■■－－■●●■■■■■■■■●■ 80246に同じ  American Society  
ofHematology2007  
年12月8－11日  

80246に同じ  インフルエンザ  
2007；13：1865－  EmerglnfectDis  1870  

80246に同じ  インフルエンザ  
Report2008年2月  
AABBWeekly  29日  

80246に同じ  WHO／CSR2007年  

12月9日  

鳥インフル工ン ザ  

80246に同じ  
第37回 日本肝臓  

学会西部会 2007  
年12月7－8日、肝臓  
2007；48（Supp】3）：  

A522   

Transfusion2008；  
48：286－294  

B型肝炎  

80246に同じ  B型肝炎  

8024引こ同じ  感染  
2007；93（Suppl．2）：  VoxSanguinis  31  

8024引こ同じ   第56回日本輸血・  

細胞治療学会総会  
2008年4月25－27日  P－033  

B型肝炎C型  
肝炎  
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C型肝炎  80246に同じ  AmedGanSoGie旬  
fortheStudyof  
UverDiseases  
2007年11月2－6日  

JMedViro12008；  
80：261－267  

C型肝炎  
80246に同じ  

E型肝炎  
80246に同じ  JMedViro12008；  

80：283－288  

E型肝炎  

N EnglJMed2008； 358：811－817  

80246に同じ  

E型肝炎  
‾‾  

斎盲白面盲葛葡瓦ニ  
細胞治療学会総会  
2008年4月25－27日  

0－026  

ProMED－  

majほ0071130．3869  

8024引こ同じ  

エボラ出血  80246に同じ  

抗HBs人免  
感賞‾………‾  欧州の3つの血液センターにおけるアモトサレンおよぴ  

UVAによるフォトケミカル処理（PCT）過程のプロセスバリ  

デーション試験を行った。フィプリノーゲンおよび第Vm因  
子はPCTにより平均26％減少したが、治療用血発として十  
分なレベルを保持していた。他の凝固因子は対照FFPの  
レベルの8l－97％であった。PCT処理済FFP中の凝固因子  
が治療用血矧こ関する欧州規制および国内基準の範囲  
内に保持されることが示された。  

Transfusion2008：  

48：697－705  疫グロブリン  

ペスト  
2003年6月から7月にアルジェリアOran地区においてペス  

EmergInfectDjs  
2007；13：1459－  

1462  
トの集団感染が発生した。同国では、この疾患は50年以  
上報告されていなかった。腺ペスト症例18名が特定され、  
Ye帽iniapestisが6名から分離された。初発患者を除き、  
全員が回復した。操的予防的化学療法、衛生、ベクターコ  
ントロールが、感染制御上重要な役割を果たした。疫学  
的、分子生物学的な知見から、当該期間中、現地の保菌  
動物の存在が強く示唆されたが、その起源については特  
定できなかった。   
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Brazi‖aで32歳の男性が黄熟のため死亡  ウイルス感染  2008年1月21日   ProMED－  

mai120080218．0645  した。これは、ブラジルにおける15人目の黄熱死亡患者で  
ある。MatoGrossoでも1名の感染と死亡が確認された。  
パラグアイ保健当局は首都Asuncionの病院で集中治療を  
受けていた39歳の女性が2008年2月16日に死亡したと発  
表した。同国ではこれまでに、少なくとも6名が黄熱によっ  

て死亡した。多くの市民がワクチン投与を求めて病院に  
殺到している。  

米国4州における2006－2007年のアデノウイルス血清型  

14（Ad14）に関連した急性呼吸器疾患に関する報告であ  

る。Ad14は様にしか報告されないが、全ての年齢層の患  
者に重症で致死的な呼吸器疾患を起こす可能性がある。  
2006年5月にニューヨーク州で生後12日日の乳児がAd14  

感染により死亡し、07年3－6月にオレゴン州、ワシントン州  
およびテキサス州で計140名の感染患者が確認された。  
これらの患者から新規のAd14変異種が分離された。  

ウイルス感染  
CDC／MMWR2007： 56（45〉：1181－1184  

イタリア北東部の隣接する2つの村で原因不明の発熱性  
疾患患者が多数報告され、ヒトおよび蚊由来の検体を分  
析した結果、テクングンヤウイルス（C川W）が原因である  
ことが明らかとなった。2007年7月4日から9月27日の聞に  
205例のC川肌感染症例を同定した。村の親戚を訪問し  
た時に発症したインド出身男性が初発症例と推定され  
た。系統遺伝学約分析により、イタリアのCHI灯株はイン  
ド洋諸島での初期のアウトブレイクで分離された株と高い  
相同性を示した。  

テラジグ三草ラ イルス感染  
L8nCet2007：370：  

1840－1846  

米国の血液センター7施雪引こおいて2000－2003年の期間  
に採取した5020名の供血者由来の保存血焚検体を高感  
度PCRスクリーニング法を用いてパルボウイルスB19  
DNAについて検査した。B19DNA陽性率は0．88％であっ  
た。DNA陽性検体の全てがIgG陽性で、23痛†IgM陽性で  
あった。IgM血清陽性率はDNA値と相関した。  

パルボウイル ス  Transfusion2007；  

47：1756－1764  

B19VIgG力価に関係したB19V中和の役割を検討するた  

め、製造血焚プール1000以上について酵素免疫測定法  
による検査を実施した。血菜プールは平均33±9IU／mL  
（最小値11ル／mL）のB19VIgG力価を含有し、これらの  
11IU／mLのB19VIgGは、B19V遺伝子型1の感染性を4．8  
】og、遺伝子型2の感染性を3．910g以上を中和した。このた  
め、このようなプール由来の10％静注用免疫グロブリン製  
剤（lVIG）は、さらに高いB19V中和活性を含有することが  
明らかとなった。   

パルボウイル ス  Transfusjon2008：  

48：178－186  
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リンハ1生脈絡髄 膜炎  

オーストラリアで一人のドナーから臓器移植を受けた3例  
が移植後4－6遇後に死亡した。他のいかなる方法でも原  
因不明であったが、2例のレシピエントの移植肝および腎  
から得られたRNAを偏りのない迅速シークエンシングで解  
析することにより、リンハ1生脈絡髄膜炎に関係する新規の  
アレナウイルスが原因であることが明らかとなった。レシ  
ピエントの腎、肝、血液および脳脊髄威からこのウイルス  
が検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認さ  
れた。この方法は病原体発見の強力な手段である。  

NEngtJMed2008；  
358：991－998  

供血者血黄検体中のサイトメガロウイルス（CMV）DNA陽  

性率を検討した。過去にCMV血清陰性で初めて抗CMV  
IgG陽性を示した供血者82名の血焚検体44％が反復的に  

CMVDNA陽性であった。1年以上血清反応陽性または血  
清反応陰性供血者はいずれもCMVDNA陰性であった。  
白血球除去の実施にもかかわらず、新規血清反応陽性  
供血者のウイルス血症は輸血伝搬性CMVの残存リスク  

の重要な原因と考えられる。  

亨才）i議紺‾  

Transfusion2007；  
47：1972－1983  

日本の人口動態統計では、CJDによる死亡は過去20年  
以上に渡り増加傾向を示し、2005年は人口100万対1．23  
人であった。CJDサーベイランス重点会による調査では過  
去8年間に918例がプリオン病と判定された。病型別で  
は、孤発性CJD716例、遺伝性プリオン病128例、感染性  
（獲得性）CJD72例（変異型CJDl例、硬膜移植後CJD  
71例）、および分類不能2例であった。  

クロイツフェル トヤコブ病  2007年プリオン研 究会 Poster20  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

蓮葡貰示博宙薩摩曹な苫妄羞打：葵斬首有毒亮ぎ亡‾  Arch Neur012007；  
64：1780－1784  た患者（39歳女性）の剖検を行ったところ、白葺の広汎な  

変性と皮質および白賞におけるPrP沈着を示す非定型孤  
発性CJDであった。小脳組織由来のPrPScを分子分析し  
た結果、VCJDでみられるPrPSc4型と似た新規のPrPSc＼  
であることが示された。典型的vcJDとはEDTA存在下で  
のプロテアーゼ開裂部位が異なった。この患者のPRNPコ  
ドン129はホモバリンであった。  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

2007年プリオン研  

究会 Poster38  
8SE感染ウシ由来の脳乳剤を用いてPrPresのinvitro感  

染系の確立を試みた。感染させたヒト由来グリオーマ細  
胞株から抗プリオン抗体に反応する約30KのPK耐性のバ  

ンドが検出された。このバンドは非感染細胞には存在しな  
かった。また、9ケ月継代した感染細胞の培養上溝に伝達  
性があることが明らかとなった。さらに20nmのウイルス除  
去陰によって培養上溝の伝達性が減少することが認めら  
れた。   

156／260ページ  
鎗  



英国NationalCJDSurveillanceUnitに報告された2008年  
1月7日現在のCJD数は、VCJD診断確定死亡症例（確定  
例）114名、VCJD可能性死亡症例（神経病理学的確定診  
断がない）48名、VCJD可能性死亡症例（神経病理学的確  
定診断待ち）1名で、VCJD診断確定または可能性例の死  
亡総数163名であった。生存中のvCJD可能性症例∃鋸ま3  
名であった。英国におけるvCJD流行は減少しつつあると  
いう見解に一致する。  

フェルト・ヤコ  

異型クロイツ  ブ病  
ProM［D－  

mai120080107．0087  

感染動物モデルにおいても、血中のPrPresは白血球を除  
きめったに検出されない。新規の酸性SDS沈殿法と高感  
度化学発光法とを組み合わせることにより、プロティナー  
ゼK耐性3F4反応性タンパクが、スクレイピー感染ハムス  
ターの血祭中からは検出されるが、疑似感染ハムスター  
では検出されないことが示された。血渠中において  
PrPresは他の血費タンパクと糖鎖を通じて凝集しており、  
スクレイピー感染ハムスター血策lこおいて検出可能と  
なったことが示唆された。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

MicrobiolImmuno】  

2007：51：1221－  

1231  

‾  
ラ積雪的盲富巨疎お手亨モ高石i玩富巨て善吉ぼ白盲Fロお感嘗  

性およぴヒトでの表現型を調べた。BASEウシ由来の脳ホ  
モジネートを、ヒトプリオン蛋白を発現するトランスジェニッ  
ク（Tg）マウスに捷種したところ、60痛く20－22ケ月後に感染  

し、古典的BSEに関する報告より高い感染率であった。  
BASE感染ヒト化Tgマウス脳における病因性プリオンのア  
イソフォームは、元のウシBASEまたは孤発性ヒトプリオン  
病のものとは異なっていた。またBASEプリオンはリンパ  
向性であった。  

‾‾  
了嘉毒草方蔵6扇百さ貰ほ育三こ美薗飯井誘智東客面前百  
国際獣疫事務局（0IE）に報告された畜牛におけるBSE症  
例数である。2006年は、スペイン68頭、アイルランド41頚、  
ポルトガル33豆頁、ドイツ16頸、日本およぴポーランド10  

頸、フランス8豆頁、イタリア7頭、スイスおよびカナダ5頸、  

チェコ3頸、オーストリア、ベルギーおよぴオランダ2頸、ス  
ロベニア、スウェーデンおよび米国1頚である。2008年に  
は、これまでにカナダ1頸、アイルランド6豆細く報告されて  

いる。  

2008年3月までに、英国から国際獣疫事務局（0IE）に報告  
されたBSE数である。1987年以前は英国全体で446頭で  
あったが、1992年には37280頸となった。その後、減少し、  
2007年には67頭となった。2008年は3月31までに10頸報  
告されている。   

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

JVir012008；82：  

3697－3701  

BSE  

OtE／World animal  
health situation  
2008年3月31日  

BSE  

0IE／WoHd animal  
heaJth situation  

2008年4月17日  
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フランスの新規HⅣ診断例におけるHⅣ一2およぴHⅣ一1  AIDS200丁；21：  
2351－2353  ループ0型の感染率を調べた。2003年1月から2006年6月  

に10184例のHⅣ新規診断症例が報告されたが、HⅣ－2お  
よびHⅣ－1グループ0型感染の割合は、各々、1．8％およぴ  
0．1％であった。これらの症例のほとんどは、異性との接触  

により感染した流行地域出身の患者であった。HⅣ－2感  
染のうち3例は男性と性的関係を持つ非アフリカ系男性で  
あった。  

1999年1月～2006年12月に長崎で献血を行った初回献血  American Society 
OfHematology2007  
年12月8－11日  

者の年齢別、出生年別および期間別HTいト1血清陽性率  
の傾向分析を行った。血清陽性率は年齢が高くなるにつ  
れ有意に増加した。また1987－1990年に生まれた献血者  

導した県の対応が陽性率の低下に責献していることが示  
された。  

カナダの共同農場で生活していた7ケ月齢の乳児から、  

インフルエンザ  
2007；13：1865－  EmergZnfectDis  1870  A／Canada／1158／2006と名づけられたブタインフルエンザ  

Aウイルス（H3N2）が単離された。この農場のメンバー90名  
の内54名で同ウイルスに対する血清学的検査を行ったと  

ころ、54名中9名が陽性であった。また、ブタ10頭のうち1  
頸で血清陽性が明らかになった。ブタインフルエンザウイ  
ルス株は効率的にヒトからヒトへ伝染する形に適応また  
は交雑することから、インフルエンザ流行への備えの一  
環として養豚者の定期的サーベイランスを検討すべきで  
ある。   

インフルエンザパンデミックと血液供給に関するÅA8Bの  

作業部会は、パンデミック時に供血間隔の例外的な取り  
扱いを認めるよう2月14日にFDAに対し要望書を送付し  

た。パンデミック時には適格な供血音数が制限されること  
が予想されるため、全血および赤血球採取の間隔を短く  
することが最も有効であるとしている。  

布ラ元二王ジず  
Repo止2008年2月  
AABBWeekly  29日  

蔦才茄 ザ  
WHO／CSR2007年 12月9日  

中国におけるトリインフルエンザの状況（upd8b5）：2007  
年12月9日、中国衛生省は同ウイルスの新規ヒト感染症  
例を報告した。Jiangsu省の52才の男性で、12月2日に同  
ウイルス感染で死亡した如才男性の父親で、現在入院中  
である。中国での確定例は27例で、うち17例が死亡して  
いる。   
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変異株に感染し、肝炎を  輸血によりHBs抗体エスケー   第37回 日本肝臓  
学会西部会 2007  
年12月7－8日、肝臓  
2007；48（Supp13）：  

A522  

B型肝炎  
発症した40歳代女性の症例報告である。献血者、受血看  
の塩基配列の解析を行って感染が証明された。核酸増幅  
検査を含む献血者のスクリーニングを行っているにもか  
かわらず、本邦では年間10－20例のHBV感染が報告され  
ている。その原因の一つがHBs抗体エスケープミュータン  
トであるが、本症例のように献血者、受血者ともに塩基配  
列の解析を行い感染が証明された例はきわめて穐であ  
る。  

最小感染量を求めるために、遺伝子型Aまたは遺伝子型  
CのH8Vを含む急性期前の接種株をチンパンジーに接種  
したところ、最小50％チンパンジー感染i（CID50）は各々  
約10コピーと推定された。最低感染量を接種したテン／くン  
ジーにおけるHBVDNAウィンドウ期は遺伝子型Aでは  
55－76日、遺伝子型Cでは35－50日、HBsAgウィンドウ期  
は遺伝子型Aでは69－97日、遺伝子型Cでは50－64日で  
あった。またHBVDNAダブリングタイムは遺伝子型Cの方  
が遺伝子型Aに比べ有意に短かった。  

日本赤十字社（JRC）が全国的ヘモビジランス体制を導入  
してから14年が経過した。報告された輸血副作用症例数  
は年間約2000例で、過去3年間はほぼ一定である。非溶  
血性輸血副作用は報告症例の約80％を占め、輸血関連急  
性肺障害などが含まれる。輸血感染症の報告数は年々  
減少している。JRCのヘモビジランスは病院の自発報告  
に基づいており、病院と血液センターとの協力が不可欠  
である。  

B型肝炎  Transhsion2008；  

48：286－294  

感染  
2007：93（Supp】．2）：  Vox Sanguinis  31  

‾‾  
査読ラ育た垣蔚森両前盲白青苗羊季篭た葡首ぎ前石繍瓦  
関連怒染症の報告数は124例（10月末現在）であり、一昨  
年及び昨年の同期間に比べ減少傾向にある。内訳は  
HBVが61例、HCV32例、細菌24例、その他のウイルスが7  
例であった。ウイルス感染（疑）症例の調査結果により病  

原体を確認した症例は、HBVの12例とHCVのl例であっ  
た。HCVの1例は20プールNAT開始後（2004年8月開始）  
初めての検出限界以下の献血血液による感染症例で  
あった。  

第56回日本輸血・  

細胞治療学会総会  
2008年4月25－27日  P－033  

B型肝炎C型  
肝炎  

‾‾  
離日モ好感宮恵著う前6盲～惑集落ぎ王石武儀語義著う盲前  

名（対照群）とを比較し、リスク因子を検討した。静注薬物  
使用、1992年以前の輸血およぴ2つ以上の入れ墨は感染  

群の方が対照群より有意に高かった。入れ墨はHCV感染  

リスク要因のない患者群においてもHCV感染と強く相関し  

ていた。   

C型肝炎  American Society 
fortheStudyof  
LlVer Diseases  
2007年11月2－6日  
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2003年4－10月にイタリアの血液透析施設で患者4名に  
HCV抗体セロコンバージョンが認められた。この4名と以  
前からHCV抗体陽性であった10名のHCVRNAおよぴ  
HCV遺伝子型を検査し、系統遺伝学的解析をした結果、  
新規感染患者4名のHCVは遺伝子型2cで、2c型慢性感染  
患者1名から分離されたウイルスと近縁であった。感染制  
御手段の不備と装置による伝播が疑われた。  

C型肝炎  JMedVir012008；  
80：261－267  

英国サウスハンプシヤーの単一施設において2005年6月  
から13ケ月間にE型肝炎13例が発生した。これらの患者  
はルーチンのE型肝炎血清検李を導入開始後に特定され  
た。同一期間中A型肝炎は2例、B型肝炎は4例であったこ  
とから、原因不明の急性肝疾患を発症し、関連する渡航  
歴のない患者全員にルーチンのE型肝炎検査を実施する  
ことが重要と考えられる。  

E型肝炎  
JMedVjro12008；  

80：283－288  

‾‾‾  
亘前古盲i首i官軍6砿軒重富罰百だ青海福藷石盲う盲訂  
は肝移植（86名）を受けた患者の移植時の抗日EVlgG保  
有率は、各々14．5％または10．4％であった。この内、肝移植  

を受けた3名、腎移植を受けた9名、腎臓と膵臓の移植を  
受けた2名の計14名で急性HEV感染を同定したが、全員  
血清HEVRNA陽性であり、内8名が慢性肝炎となった。移  
植から診断までの時間は短く、慢性肝炎に進展した患者  
ではリンパ球数並びにCD2、CD3およぴCD4T細胞数が  
有意に低かった。   

‾  
〕i海貰臨画語ホモ哀術前汗所二三ジ殉諾  
量を用いてTaqManRT－PCR法によるHEVNATスクリーニ  
ングを行った。陽性献血者85例について追跡調査および  
遡及覗重などを行なった。陽性献血者の多くは動物内臓  
肉を食してHEVに感染したと考えられる新規感染者で、  
GenotypeはG3が多かった。多くは症状が現れないまま抗  
休が陽転化し、典型的な無症候性一過性感染の経過を  
たどった。  

E型肝炎  

NEngIJMed2008： 358：81ト817  

E型肝炎  第56回日本輸血・  

細胞治療学会総会  
2008年4月25－27日  
○－026  

保健当局は、ウガンダ西部において16名が死亡し、他に  
50人が羅患したエボラウイルスは、新規の株であると  
2007年11月30日に発表した。最初の症例はコンゴ民主共  
和国と国境を接するBundibugyo地区において11月10日に  
報告された。この株では出血はあまり見られず、患者は  
高熱の後、死亡する。   

エボラ出血  ProMED－  

maiほ0071130．3869  
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洗浄人赤血球浮遊液  洗浄人赤血  
球浮遊液  

ルック／くック調査でPropionibacte山macnes汚染が推定  
される血小板濃縮製剤（PC）の保存から輸血までを追跡し  
たところ、輸血後の有害事象は見られなかった。Invi廿0  
試験でプロピオン酸菌属の臨床分離菌をPCに接種し、好  
気的に220cで10日間保存という条件下での生育を調べた  
ところ、細菌の生育は緩慢か生育を認めなかった。プロピ  
オン酸菌属はPC保存条件下では増殖しないため、検出さ  
れないか、輸血後に検出されると考えられた。  

細菌感染  Vox Sanguinis 
2008：94：193－201  

血小板濃厚液における∪VC照射の病原体不活化能を検  
討した。∪VC照射は、血小板の品質に影響を及ぼさず  
に、細菌（表皮ブドウ球菌、黄色ブドウ球菌および大腸  

菌）ならびに伝播性胃腸炎ウイルスなど広範なウイルス  
（HⅣおよぴシミアンウイルス40を除く）を不活化することが  

できた。しかし、HⅣのような血液感染性ウイルスに対応  
するには、∪VC法をさらに最適化することが必要である。  

感染  
Transfusion2008：  

48：304－313  

感染  欧州の3つの血液センターにおけるアモトサレンおよぴ  
UVAによるフォトケミカル処理（PCT）過程のプロセスバリ  
デーション試験を行った。フィブリノーゲンおよび第∨Ⅲ因  
子はPCTにより平均26％減少したが、治療用血津として十  
分なレベルを保持していた。他の凝固因子は対照FFPの  
レベルの81－97％であった。PCT処理済FFP中の凝固因子  
が治療用血渠lこ関する欧州規制および国内基準の範囲  
内に保持されることが示された。  

Transfusion2008：  

48：697－705  

莞盲古画－‾白盲紺  

細胞治療学会総会  
2008年4月25－27日  
WS－3－3  

五万て高麗複藩石蕗石蕗だ二「預式日疎石富所蔽車重喜藤  
膜炎を併発し、血小板残液からBa引‖uscereusが検出さ  
れた症例の報告である。TRAU様の急性呼吸不全を呈し  
た隙は、輸血後感染症も視野に入れた対応が必要であ  
る。髄膜炎併発例の報告はこれまでに無いが、輸血後感  
染症治療では髄液移行性も考慮した抗生剤選択が求め  
られる。培養検査だけでなく、遺伝子検査まで施行するこ  
とが、診断及び同一菌株の証明に重要である。  

細菌感染  

カリフオルニア州サンディエゴ郡の年間梅毒症例数は、最  
低となった2000年の28例から昨年（2007年）は340例まで  
急増した。州の他の大都市の郡と比べて非常に急激な増  
加である。増加率は州全体の2倍以上、全国の3倍以上に  
なる。州から派遣された5名の専門家チームは、梅毒と診  
断された人々と連絡をとって、性的パートナーを探し、検  
査を受けるよう勧めている。   

福富…‾‾‾…‾■  SignOnSanDiego．co  
m 2008年3月26日  
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フェルト・ヤコ  

異型クロイツ  ブ病  
非典型的BSE株の1つであるBASE（またはBSE－Uの感染  
性およぴヒトでの表現型を調べた。BASEウシ由来の脳ホ  
モジネートを、ヒトプリオン蛋白を発現するトランスジェニッ  
ク（Tg）マウスに接種したところ、6肌が20－22ケ月後に感染  

し、古典的BSEに関する報告より高い感染率であった。  
BASE感染ヒト化Tgマウス脳における病因性プリオンのア  
イソフォームは、元のウシBASEまたは孤発性ヒトプリオン  
病のものとは異なっていた。またBASEプリオンはリンパ  
向性であった。  

1989年から2008年3月までに、英国以外の世界各国から  
国際獣疫事務局（01E）に報告された畜牛における8SE症  
例数である。2006年は、スペイン68頸、アイルランド41頂、  

ポルトガル33頭、ドイツ16頭、日本およびポーランド10  

JViro】2008：82：  
3697－3701  

BSE  

0IE／Worはanimal  

health situation  
2008年3月31日  

頸、フランス8頂、イタリア7頭、スイスおよびカナダ5頂、  

チェコ3頂、オーストリア、ベルギーおよぴオランダ2頂、ス  
ロベニア、スウェーデンおよび米国1頸である。2008年に  
は、これまでにカナダ1頭、アイルランド6頂が報告されて  

いる。  

2008年3月までに、英国から国際獣疫事務局（OIE）に報告  
されたBSE数である。1987年以前は英国全体で446宝貢で  
あったが、1992年には37280頒となった。その後、減少し、  
2007年には67頭となった。2008年は3月31までに10頭報  
告されている。  

BSE  0IE／Worldanjmal  

heal仇situation  

2008年4月17日  

AIDS2007：21： 2351－2353  

フランスの新規HⅣ診断例におけるHⅣ－2およぴHⅣ－1グ  
ループ0型の感染率を調べた。2003年1月から2006年6月  
に10184例のHⅣ新規診断症例が報告されたが、HⅣ－2お  
よぴHⅣ－1グループ0型感染の割合は、各々、1．鍋および  
0．1％であった。これらの症例のほとんどは、異性との接触  
により感染した流行地域出身の患者であった。HⅣ－2感  
染のうち3例は男性と性的関係を持つ非アフリカ系男性で  

あった。  

インフルエンザ  インフルエンザパンデミックと血液供給に関するAA8Bの  

Report2008年2月  
AABBWeekly  29日  

作業部会は、パンデミック時に供血間隔の例外的な取り  
扱いを認めるよう2月14日にFDAに対し要望書を送付し  

た。パンデミック時には適格な供血者数が制限されること  
が予想されるため、全血および赤血球採取の間隔を短く  
することが最も有効であるとしている。   

（   
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遺伝子型Aまたは遺伝子型  最小感染王を求めるために、   B型肝炎  Transfusion2008；  

48：286－294  CのHBVを含む急性期前の接種株をチンパンジーに接種  

したところ、最小5仇チンパンジー感染土（CID50）は各々  
約10コピーと推定された。最低感染1を接種したテン／くン  
ジーにおけるHBVDNAウィンドウ期は遺伝子型Aでは  

55－76日、遺伝子型Cでは35－50日、HBsAgウィンドウ期  
は遺伝子型Aでは69－97日、遺伝子型Cでは50－64日で  
あった。またHBVDNAダブリングタイムは遺伝子型Cの方  
が遺伝子型Aに比べ有意に短かった。  

2007年に医療機関から日本赤十字社に報告された輸血  

関連感染症の報告数は124例（10月末現在）であり、一昨  
年及び昨年の同期間に比べ減少傾向にある。内訳は  
日日Vが61例、HCV32例、細菌24例、その他のウイルスが7  
例であった。ウイルス感染（疑）症例の調査結果により病  
原体を確認した症例は、HBVの12例とHCVの1例であっ  
た。HCVの1例は20プールNAT開始後（2004年8月開始）  
初めての検出限界以下の献血血液による感染症例で  
あった。  

第56回日本輸血・  

細胞治療学会総会  
2008年4月25－27日  
P－033  

B型肝炎C型  
肝炎  

2004年1月1日－2006年12月31日に腎移植（241名）また  

は肝移植（86名）を受けた患者の移植時の抗HEVIgG保  
有率は、各々14．5％または10．4％であった。この内、肝移植  
を受けた3名、腎移埴を受けた9名、腎臓と膵臓の移植を  
受けた2名の計14名で急性HEV感染を同定したが、全員  
血清HEVRNA陽性であり、内8名が慢性肝炎となった。移  
植から診断までの時間は短く、慢性肝炎に進展した患者  
ではリンパ球数並びにCD2、CD3およぴCD4T細胞数が  
有意に低かった。  

E型肝炎  NEngIJMed2008：  
358：81卜817  

‾  
〕モ満着直直だおtてモ哀行ヲニ：荘砧汗寿ぎり＝三ジグお哀  

呈を用いてTaqManRT－PCR法によるHEVNATスクリーニ  
ングを行った。陽性献血者85例について追跡調査および  
遡及調査などを行なった。醸性献血者の多くは動物内巌  
肉を食してHEVに感染したと考えられる新規感染者で、  
Genotype！まG3が多かった。多くは症状が現れないまま抗  
体が陽転化し、典型的な無症候性一過性感染の経過を  
たどった。   

第56回日本輸血・  

細胞治療学会総会  
2008年4月25－27日  
0－026  

E型肝炎  

ATCCから  

入手した  
CHOセルラ  
インをマスタ  
セルバンク  
に使用した  
細胞株  

ハムスター  
チャイニ．－ス ハムスター卵 巣細胞  
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ガルスルファーゼ  （遺伝子組換え）  ウシ由来の骨  
（頴蓋骨、脊  

髄及び脊柱  
骨を除く）、膿  
汁、結合組織  
及び皮膚  

ヒト尿  中国  
異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  
JGenViro12007； 88：2890－2898  

PMCA（Proteinmisfo［dingcyclicampLificatjon）法を用いて  
ウリナスタテ ン  Sc237感染ハムスターにおけるPrPScの尿中捷泄及び血  

中レベルの時間経過試験を行ったところ、疾患末期に高  
率のPrPSc排泄を認めた。経口投与後、PrPScは全ての  
パフイーコート検体中に存在し、症状出現期のハムスター  
の血しよう検体の大部分に存在した。尿中には経口投与  
後数日間はPrPS¢が排泄されたが、それ以降末期まで検  
出されなかった。TSE感染動物の尿中でPrPSGが生化学  
的に検出された初めての報告である  

葡薗感賞‾‾‾‾‾●  

第56回日本感染症  
学会東日本地方総  
会 第54回日本化  
学療法学会東日本  
支部総会合同学会  
ZOO7年10月26－27  
日  

蔽瓦藩妄奔症1：右前徳育経ゐ石窟訊こ蘭襟ゐグ手工‾  

陽性球菌一短梓菌が培養された。RNA塩基配列を決定  
し、ActinobacuIumshaaliは同定した。同定後、  
S8T／ABPCの投与を行い、患者は軽快退院した。日本で  
初めてのAshaali感染報告症例と思われる。血液培養で  
菌種不明の嫌気性グラム陽性菌が検出された場合、同  
薗である可能性がある。  

葱落‾一‾‾‾…‾●‘  

第51回日本医真菌 学会総会 2007年  

11月9－10日  

中国で1周囲の肉芽腫病変を呈した36歳男性の生検組  
織から分離された菌が、形態学と分子生物学的検査で  
Conidiobo山scoronatusと同定された。Ⅰレaconaz0leを12ケ  
月間用い、完全に治癒した。患者は同真菌による  
Entomophthoromycosisであった。中国で初めての報告例 である 

。   
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中国衛生省は2008年1月10日、中国南京市で鳥インフル  
工ンザ（H5Nl型）に感染して死亡した息子から、父親への  
感染を確認したと発表した。中国で人から人への感染が  
確認されたのは初めてである。ウイルスが新型に変異す  
ると大流行する恐れがあるが、遺伝子の変異はないとし  
ている。  

鳥インフルエン ザ  asahi．com 2008年1 月10日  

出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に  
ボリビアのCochabamba付近で発生した。l死亡例から検  
体を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを  
単離し、アレナウイルスと同定した。RT－PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapさre  
ウイルスと命名することを提案する。  

‾  
ち才）iニ天啓落  PLoS Pathogens 

2008；4：elOOOO47  

リンパ器官から中枢神経系へのPrPScの神経侵矧こ関す  
る細胞の要件を明らかにするために、共焦点顕徴儀を用  
いて、正常およぴPrPSc経口投与後マウスのバイエル  
板、腸間膜リンパ節および脾臓内の神経支召引こついて調  
べた。前臨床プリオン感染マウスではPrPSc蓄穣細胞（漉  
胞樹状細胞）の神経支配はなく、T細胞ゾーンと細胞輸送  
領域で神経線経とPrPSc伝達細胞（樹状細胞）の接触が  
見られた．プリオンの神経侵襲過程に樹状細胞が関与す  
る可能性が初めて示された。  

異型クロイツ  

フェルトヤコ ブ病  

米国、カナ  

ダ、オースト  

ラリア、  
ニューー  
ランド  

2007；451：1057－  VirGhows Arch  1065  

トランスジェニツクマウス（101LUを用いた感染性実験の  
結果、TSE疾患の臨床症状と脳の空胞化という徴候を示  
すがPrPScのレベルが低いかもしくはイムノブロット法で  
は検出されない動物の脳組織内に、高力価のTSE感染性  
が存在しうることが明らかとなった。この結果はPrPScの  
レベルと感染価との間の相関性に疑問を投げかけるもの  
であり、プロテアーゼK抵抗性のPrPをほとんどもしくは全  
く含まない組織が感染性となりうること、および高力価の  
TSE感染性を有しうることを示すものである。   

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

JBioIChem2007：  

282：358丁8－35886  
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1 つである8ASE（または8SE－Uの感染  非典型的BSE株の   
フェルト・ヤコ  

異型クロイツ  ブ病  
JViro12008；82：  
3697－3701  性およぴヒトでの表現型を調べた。BASEウシ由来の脳ホ  

モジネートを、ヒトプリオン蛋白を発現するトランスジェニ心  
ク（Tg）マウスに接種したところ、60％が20－22ケ月後に感染  
し、古典的βSEに関する報告より高い感染率であった。  
BASE感染ヒト化Tgマウス脳における病因性プリオンのア  

イソフォームは、元のウシBASEまたは孤発性ヒトプリオン  
病のものとは異なっていた。またBASEプリオンはリンパ  
向性であった。  

EFヲウ芽ち壷盲壱頑新森衰亨葛汚ジ烹ジ王≡元汚弓烹‾  

にvCJDおよぴscJD症例由来のプリオンを脳内または腹  

腔内投与し、脳および牌厳における感染効率および表現  
型を調べた。脳内接種によるvCJD伝播は脳内でvCJDま  
たはsCJD様プリオンを増殖させたが、脾臓では必ず  
vcJDプリオンが増殖した。腹腔内投与後は神経侵乳ま  
不十分で、無症候性の感染が起こり、肺胞でのvCJDプリ  
オンの安定した上昇が一生続いた。  

PLoSONE2008；3：  e1419  異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

チャイニース  
ハムスター  

卵巣細胞  

スルホ化人  

免疫グロブ  
リンG  

テラジグ≡草ラ イルス感染  
ヒト血液  

野菜薗こ甘‾ 日本  
PLoS Pathogens 
2007：3：1895－1906  ングニヤウイルス（CHIKV）感染は、エンベロープ蛋白遺伝  

子の変異株（El－A226V）が関係していた。この変異の、  
ネッタイシマカおよぴヒトスジシマカにおけるCHIKV適合性  
に対する影響を調べた。その結果、CHIKVのヒトスジシマ  
カに対する感染性が有意に増加し、哺乳マウスへの伝播  
がより効率的になることが明らかとなった。通常のベク  
ターであるネッタイシマカがいない同地域でCHIVKが大  
流行したのはこの変異が原因と考えられる。  

エボラ出血  
CDC2008年1月8日  

CDCとウガンダ保健省は、2007年8月から始まったウガン  
ダ西部に位置するBundibugyo地区におけるエボラ出血熱  
のアウトブレイクを報告した。2008年1月3日までに148人  
が羅患し、37人が死亡した。患者検体の遺伝子解析によ  
り、既知の4つのエボラウイルス株と異なる、新たなウイル  
ス株である可能性が示唆された。確定には更なる研究が  
必要である。   
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鳥インフルエン ザ  2007年12月に江蘇省南京で発生した52歳男性の鳥イン  
フルエンザ感染患者は、患者であった息子との濃厚な接  
触により感染したものであり、ウイルスの変異は認められ  
ていない。しかし、息子と父親はいずれも死亡した家禽と  
の接触がないため、息子の感染源は明らかになっていな  
い。息子は11月24日に発症し、12月2日に死亡し、父親は  
12月3日に発症したが回復した。ヒト用トリインフルエンザ  

ワクチンは臨床試験PhaseHの段階にある。  

ChinaView．  

WWW．China扇ew．cn  

2008－01－10  

リンハ1生脈絡髄 膜炎  オーストラリアで一人のドナーから臓器移植を受けた3例  
が移植後4－6遇後に死亡した。他のいかなる方法でも原  
因不明であったが、2例のレシピエントの移植肝および腎  
から得られたRNAを偏りのない迅速シークエンシングで解  
析することにより、リンハ’性脈絡髄膜炎に関係する新規の  
アレナウイルスが原因であることが明らかとなった。レシ  
ピエントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルス  
が検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認さ  
れた。この方法は病原体発見の強力な手段である。  

N EnglJMed2008；  
358：99卜998  

レプトスピラ症  
≡天タ〕万た育亡てぞ：1ニヲF天ビ亨症市大薩盲醐蕗ぎ  
れたレプトスピラは、Javanica血清群型に分類される新し  
い血清型で、ん即a壮命名された。同じ地区の重症患者  
から分離された株も同じ血清型であったことから、この株  
は、この地域に流行する新規の高病原性の血清型である  
と考えられた。   

lnfect Genet Evo1  

2008，doi：10．1016  

アレルゲンエキス  アレルゲン  

エキス  

アレルゲンエキス  
アレルゲン  
エキス  Cladosporioid  CIadosporIum  eS  
アレルゲン  

エキス  
アレルゲンエキス  A比ernarほ  

kikuchiana  
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ラーゼ（遺伝子組換え）注射剤  ウシ血液  米国、カナ  
ダ、オースト  
ラリア、  
■       、●  

＿ユ▼ン‾  

ランド  

製造工程  
フェルトヤコ  

異型クロイツ  ブ病  
リンパ器官から中枢神経系へのPrPScの神軽便襲に関す  
る細胞の要件を明らかにするために、共焦点顕微鏡を用  
いて、正常およぴPrPSc経口投与後マウスのバイエル  
板、腸間膜リンパ節および脾巌内の神経支配について調  
べた。前臨床プリオン感染マウスではPrPSc蓄積細胞（濾  
胞樹状細胞）の神経支配Iまなく、T細胞ゾーンと細胞輸送  
領域で神経線経とPrPSc伝達細胞（樹状細胞）の接触が  
見られた。プリオンの神経侵製過穫に樹状細胞が関与す  
る可能性が初めて示された。  

2007；451：1057－  Virchows Arch  1065  

‾‾  
断言ジ王≡元汚古文てう下寺江ヲ妄甫〔て斉藤葵啓美顔万  
結果、TSE疾患の臨床症状と脳の空砲化という徴候を示  
すがPrPScのレベルが低いかもしくはイムノブロット法で  
は検出されない動物の脳組織内に、高力価のTSE感染性  
が存在しうることが明らかとなった。この結果はPrPScの  
レベルと蜃染価との聞の相関性に疑問を投げかけるもの  
であり、プ白テアーゼK抵抗性のPrPをほとんどもしくは全  
く含まない組織が感染性となりうること、および高力価の  
TSE感染性を有しうることを示すものである。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病  

J8io】Chem2007；  

282：35878－35886  

‾  
∋穣塑妬巨富i疎石丁ち膏あ盲㌫蕊て昔だ面詰F臼あ儀嘗  
性およぴヒトでの表現型を調べた。BASEウシ由来の脳ホ  
モジネートを、ヒトプリオン蛋白を発現するトランスジェニッ  
ク（Tg）マウスに接種したところ、60％が2ひ－22ケ月後に感染  

し、古典的BSEに関する報告より高い感染率であった。  
BASE感染ヒト化Tgマウス脳における病因性プリオンのア  
イソフォームは、元のウシ8ASEまたは孤発性ヒトプリオン  
病のものとは異なっていた。またBASEプリオンはリンパ  
嗜好性であった。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

JViroIpublished  
online on 30 
Januarv 2008 

∈Fプリ芽ジ墓石首題郵衰衰ず石F亨ジ茄三≡；亭寺；ラヌ‾  

にvCJDおよぴscJD症例由来のプリオンを脳内または腹  
腔内投与し、脳および牌厳における感染効率および表現  
型を調べた。脳内接種によるvCJD伝播は脳内でvCJDま  
たはsCJD様プリオンを増殖させたが、脾臓では必ず  
vcJDプリオンが増殖した。腹腔内投与後は神経侵襲は  
不十分で、無症候性の感染が起こり、脾臓でのvCJDプリ  
オンの安定した上昇が一生続いた。   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

PLoS ONE2008：3： e1419  

アルテプラーゼ（遺伝子組換え）注射剤  
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ジェンザイ  
ム・ジャパ  

ン  

ルセラーゼ（遺伝子組換え）  イミグルセ  
ラーゼ（遺伝  

子組換え）  

チャイニーズ  
遺伝子組換え  ハムスター卵 巣細胞  

宿主細胞系  
は  
Dr．L．A．Chasi  

n（Columbi8  
University）  
より入手し  
たジヒドロ葉  
酸還元酵素  
（DHFR）欠損  

チャイニー  
ズハムス  
ター卵巣細  
胞（CHO）細  

胞系である  

有効成分  

ズ菟葱グ古 
‾ プリンG  

BSE  ー■■■■■■■■■■■－■－■■■■●－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－■■－－－－－－－－－－－－－■－■■■－■■■■－■－■－ カナダで11頭目のBSE牛に関する調査報告である。2007  

Canadjan F00d InspectionAgen¢y 2008年4月16日  

年12月9日に約3ケ月半の疾病後、処分されたEast  
CentralAJbertaのウシは、予備試験ではBSE陰性であっ  
たが、詳しい検査の結果、8SE陽性と確定された。当瞼牛  
は1994年3月15日生まれのヘレフオード牛で、死亡時165  
月齢であった。当該農場で出生し、外に出たことはなかっ  
た。出生コホートおよび飼料コホートが実施された。本症  
例はカナダでは2頭目の非定型BSEであった。   
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2008年2月26日、CFIAはAJbertaの6歳の乳牛をBSEと確  
定した。カナダで12頭目のBSE牛である。どの部位もヒト  
食料または飼料システムに入っていない。当牧牛は2001  
年12月21日生まれであった。匡l際ガイドラインに基づいた  
疫学的調査を実施中である。  

Canadi8n Food  
lnspect】OnAgency  

2008年2月26日  

80275に同じ  
BSE  

ウシトランス  

フェリン   
Canadjan Food  
hspectionAgency  
2008年4月16日  

ロン ベーター1a  

80275に同じ  
BSE  

Canadian F00d  
Inspection Agency 
2008年2月26日  

80275に同じ  Canadian Food  
lnrpection Agency 
2008年4月16日  

ロン／＼一夕ー1a  

80275に同じ  
BSE  

Canadi引1Food  

Inspection Agency 
2008年2月26日  

一‾  
汚ジ文事三≡元汚ラ烹て1石了正落甫Ci吉煎語美感万  

結果、TSE疾患の臨床症状と脳の空砲化という徴候を示  
すがPrPScのレベルが低いかもしくはイムノブロット法で  
は検出されない動物の脳組織内に、高力価のTSE感染性  
が存在しうることが明らかとなった。この結果はPrPSGの  
レベルと感染価との間の相関性に疑問を投げかけるもの  
であり、プロテアーゼK抵抗性のPrPをほとんどもしくは全  
く含まない組織が感染性となりうること、および高力価の  
TSE感染性を有しうることを示すものである。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

JBioIChem2007：  

282：35878－35886  

オーストラリアで一人のドナーから臓器移植を受けた3例  
が移植後4－6週後に死亡した。他のいかなる方法でも原  
因不明であったが、2例のレシピエントの移植肝および腎  
から得られたRNAを偏りのない迅速シークエンシングで解  
析することにより、リンハ1生脈絡髄膜炎に関係する新規の  
アレナウイルスが原因であることが明らかとなった。レシ  
ピエントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルス  
が検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認さ  
れた。この方法は病原体発見の強力な手段である。   

7汚；稽醇蕗葡‾ 膜炎  NEngIJMed2008；  
358：991－998  
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遺伝子型Aまたは遺伝子型  B型肝炎  最小感染王を求めるために、   Transfusjon2008；  
48：286－294 CのH8Vを含む急性期前の接種株をチンパンジーに接種  

したところ、最小5肌テン′くンジー感染主（CID50）は各々  

約10コピーと推定された。最低感染量を接種したテン／くン  
ジーにおけるHBVDNAウィンドウ期は遺伝子型Aでは  
55－76日、遺伝子型Cでは35－50日、HBsAgウィンドウ期  
は遺伝子型Aでは69－97日、遺伝子型Cでは50－64日で  
あった。またHBVDNAダブリングタイムは遺伝子型Cの方  
が遺伝子型Aに鱒べ有意に短かった。  

2004年1月1日－2006年12月31日に腎移植（241名）また  

は肝移植（86名）を受けた患者の移植時の抗HEVIgG保  
有率は、各々14．5％または10．4％であった。この内、肝移植  

を受けた3名、腎移植を受けた9名、腎臓と藤臓の移植を  
受けた2名の計14名で急性HEV感染を同定したが、全員  
血清HEVRNA犠牲であり、内8名が慢性肝炎となった。移  
植から診断までの時間は短く、慢性肝炎に進展した患者  
ではリンパ球数並びにCD2、CD3およぴCD4T細胞数が  
有意に低かった。  

メルケル細胞癌（MCC）検体をdig心付ansc巾tome  
subtraction法を用いて検査し、新種のポリオーマウイルス  
を同定し、メルケル細胞ポリオーマウイルス（MCVまたは  
MCPyV）と命名した。このウイルスはMCC腫瘍10検体中8  
例（80％）で検出されたが、対照組織検体では59例中5例  
（8％L対照皮膚組織検体では25例中4例（16％）でしか検出  
されなかった。MCVがMCCの病原因子である可能性が示  
唆された。  

盲塑訴項…‾‾…  
NEnglJMed2008； 358：81ト・817  

ヒトポリオーマ ウイルス感染  S（：ien¢e2008；319： 1096－1100  

感染  
56th Annual  
Meetjngofthe  
American－SocietyT  
OトTropiGal－  

Medjcine－and－  

Hygiene 1044 

∈F衰岳葡疎テテプラズ寺窟両石ゐ鳶富奉1ま：‾i諒5亨訂‾‾  

来2倍となった。原因病原体のAnaplasma  
phagoc甚OPh仙mによる血液の安全リスクを調査するた  
め、間接免疫蛍光法を用いてコネチカット州及びマサ  
チューセッツ州の血液ドナーのA．phagocytophilurnに対す  
るヒトIgG抗体を測定した。その結果、2001年から2006年  
に採取された15．828ドナー血清中432例（2．7％）が抗体陽  

性であった。比鼓的高い陽性率が持続していることから、  
A．phagocytophilumの血液安全性に及ぼす影響を調べる  
必要がある。  

ヒツジのリコンビナントPrP仲岬）のヒツジにおける血液ク  
リアランスならびにスクレイピー関連フィフリル（SAF）辞注  

後のPrPresへの曝露について調べた。rPrPのARR変異  
型は、VRQ変異型よりもより早く除去された。また、PrPG  
のARR変異型のクリアランスがVRQ変異型のクリアランス  
よりも大きいことが示唆された。rPrPの血策グノアランス  

は、両腎臓摘出後は52％減少し、rPrP除去に腎臓が重要  
であることが示された。PrPresはSAF静注後は緩やかに  
除去された。   

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  
Transfusion2008； 48：609－619  



Saffoldウイルスに関連するカルジオウイ  カナダにおいて   ウイルス感染  EmergInfectDi＄  
2008：14：834－836  ルス分離株が呼吸器症状を有する3名の子供からの■咽  

頭吸引物から検出された。Canl12051－06分離株のポリプ  
ロティン配列は、Sa仔oldウイルスと91．2％のアミノ酸同一性  

を有した。しかし、ウイルス表面のEF及びCDのループは、  
かなり異なっていた。  

由正常症南方7蒔襟元行抗う誠5亨i‡再王茄6石茸丁再だ‾  

ボリビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検  
体を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを し 
単離、アレナウイルスと同定した。RT－PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。   

2008年3月下旬、中国Anhui省Fuyang市で未就学児3名が  
重症の肺炎と急激な悪化により死亡し、4月中旬までに15  
名の小児が同様の疾患で死亡した。調査の結果、エンテ  
ロウイルス71による手足口病と確定された。同市では、3  
月1日から5月9日の聞に、6．049例報告され、353例が重  
篤で、22例が死亡した（致死率0．4，り。患者数は、4月の初  
めに増加し始めて、4月28日にピークに達し、5月5日以後  
減少した。   

ウイルス感染  PLoS Pathogens  
2008：4：elOOOO47  

ウイルス感染  WHO RepresetatJVe  
Office in China 
2008年5月19日  

ニューー  
ランド、オー  

ストラリア、  
アルゼンチ  
ン  

オーストラリ  
ア、ニュー  
ジーランド  
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ブタの肺  デンマーク  製造工程  ドゥ球菌感  2003年オランダで、Smalパルスフィールドゲル電気泳動  
でタイピング不可能な新規のメチシリン耐性黄色ブドウ球  
菌（NT－MRSA）が出現した。ケースコントロール試鹸の結  
果、NT－MRSAのキャリアはブタまたはウシ飼育農家に多  
かった。またNT－MRSAは新規のクローン複合体ST398に  
属していた。2002年にはヒトにおけるNT－MRSÅは肪で  
あったが、2006年には同国の全MRSAの20，i以上がNT－  
MRSAによるものであった。動物宿主由来のMRSÅがヒト  
に感染したものと考えられる。  

2007：13：1834－  EmerglnfectDis  1839  

ヘパリンナト リウム   ヲF弓球菌感‾‾ 染  80282に同じ  ヘパリンナトリウム注射液  EmergInfectDis  
2007：13：1834－  

1839  

弓元プラー■■‾ イ、ニュー ジーランド   
異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

Virchows Arch  

2007；451：1057－  

1065  
リンパ器官から中枢神経系へのPrPS¢の神経侵襲に閲す  

る細胞の要件を明らかにするために、共焦点顕微餞を用  
いて、正常およぴPrPSc経口投与後マウスのバイエル  
板、腸間膜リンパ節および牌腋内の神経支配について調  
べた。前臨床プリオン感染マウスではPrPSc蓄積細胞（濾  
胞樹状細胞）の神経支配lまなく、T細胞ゾーンと細胞輸送  
領域で神経線経とPrPS¢伝達細胞（樹状細胞）の接触が  

見られた。プリオンの神経侵襲過程に樹状細胞が関与す  
る可能性が初めて示された。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

トランスジェニックマウス（101LUを用いた惑染蔭実験面  

結果、TSE疾患の臨床症状と脳の空胞化という徴侯を示  
すがPrPScのレベルが低いかもしくはイムノブロット法で  

は検出されない動物の脳組織内に、高力価のTSE感染性  
が存在しうることが明らかとなった。この結果はPrPScの  
レベルと感染価との間の相関性に疑問を投げかけるもの  
であり、プロテアーゼK抵抗性のPrPをほとんどもしくは全  
く含まない組織が感染性となりうること、および高力価の  
TSE感染性を有しうることを示すものである。  

非典型的BSE株のlつであるBASE（またはBSE－L）の感染  

JBi01Chem2007；  

282ニ35878－35886  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

JViroIpubJished  
online on 30 
Januaけ2008  

性およぴヒトでの表現型を調べた。BASEウシ由来の脳ホ  
モジネートを、ヒトプリオン蛋白を発現するトランスジェニツ  
ク（Tg）マウスに接種したところ、60％が20－22ケ月後に感染  
し、古典的BSEに関する報告より高い感染率であった。  
BASE感染ヒト化Tgマウス脳における病因性プリオンのア  

イソフォームは、元のウシ8ASEまたは孤発性ヒトプリオン  
病のものとは異なっていた。またBASEプリオンはリンパ  
嗜好性であった。   
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リオン蛋白を過剰発現するトランスジェニックマウス  
フェルトヤコ  

異型クロイツ  ブ病  
PLoSONE2008：3：  
e1419   にvCJDおよぴscJD症例由来のプリオンを脳内または腹  

腔内投与し、脳および牌臓における感染効率および表現  
型を調べた。脳内接種によるvCJD伝播は脳内でvCJDま  
たはsCJD様プリオンを増殖させたが、腫脹では必ず  
vcJDプリオンが増殖した。腹腔内投与後は神経侵凱ま  
不十分で、無症候性の感染が起こり、脾鹿でのvCJDプリ  
オンの安定した上昇が一生続いた。  

ヘパリンナト リウム  へ′引ノンナトリウム注射液  

至誠ラ草i≡涌だ迂嘉葡萄貰頭書Cテ；滋斎勇糎お鳥フジ‾■  

フルエンザ感染患者は、患者であった息子との濃厚な接  
触により感染したものであり、ウイルスの変異は認められ  
ていない。しかし、息子と父親はいずれも死亡した家禽と  
の接触がないため、息子の感染源は明らかになっていな  
い。息子は11月24日に発症し、12月2日に死亡し、父親は  
12月3日に発症したが回復した。ヒト用トリインフルエンザ  

ワクチンは臨床夏式験Pha＄eIIの段階にある。  

石斎藤直宥  
Ⅷ因子  

ヒト血液  
日本  蔦才シテ花王ジ ザ  ChinaView．  

www．chinaview．cn  

2008－0卜10  

オーストラリアで一人のドナtから臓器移植を受けた3例  
が移植後4－6週後に死亡した。他のいかなる方法でも原  
因不明であったが、2例のレシピエントの移植肝および腎  
から得られたRNAを偏りのない迅速シークエンシングで解  
析することにより、リンハ○性脈絡髄膜炎に関係する新規の  
アレナウイルスが原因であることが明らかとなった。レシ  
ピエントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルス  
が検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認さ  
れた。この方法は病原体発見の強力な手段である。  

三文タ）万だ育亡くモ：1ニフド真備大鹿高著茄言募蕗ぎ  
れたレプトスピラは、Javanica血清群型に分類される新し  
い血清型で、Arenalと命名された。同じ地区の重症患者  
から分離された株も同じ血清型であったことから、この株  
は、この地域に流行する新規の高病原性の血清型である  
と考えられた。   

リンハ自性脈絡髄 膜炎  

10．1056／NEJMoaO7  
N Eng】JMed2008； 358  3785  

レプトスピラ症  tnfect Genet Evo1  

2008，doi：10．1016  
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ムRIファー  

富士フイル  マ  
テクネチウム大凝集人血清アルブミン  
（99mTc）  

テクネチウ  
ム大凝集人  
血清アルブ  
ミン（99mT  

c）  

ウイルス感染  出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に  
ボリビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検  
体を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを  
単離し、アレナウイルスと同定した。RT－PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。  

PLoS Pathogens 
2008：4：elOOOO47  

‾  
百折指感官  定期的に輸血を受けるサラセミア患者で、TorqueTeno  JMedViro12008；  

80：365－371  扇ms（TTV）の有無を調べたところ、2－20歳の患者の約  
10％（118名中12名）が¶Ⅴ陰性であった。フェリテン、AST  
およびALT値はTTV陽性群より陰性群の方が低かった。  
TTV一日CV共感染群ではフェリテンおよぴALT値がTTV単  
独感染群より高かった。輸血による高頻度かつ継続的な  
m感染はサラセミア患者における肝機能障害と相関す  
ることが示唆された。  

ウイルス感染  SimianFoamyVirus（SFV）感染した男性7名を長期間追  
跡調査した。男性は非ヒト霊長類と接触する敏美であっ  
た。男性の全ての末梢血単核球（PBMC）からプロウイルス  
DNAが検出され、口腔や尿生殖検体から検出されること  
もあった。長期間（中央値20年）の性的曝露にかかわらず  
妻たちは陰性であった。特異的な臨床症状は報告されな  
かった。限定的な追跡調査であるためSFV関連疾患やヒ  
トヒト感染を特定できなかった。  

AJDS Res Hum  

Retroviruses2007：  
23：1330－1337  

ウエストナイル  
ウイルス  

中央ヨーロッパにおけるウエストナイルウイルス（WNV）の  
JMedViro12008：  

80：557－563  潜在的脅威を調べた。ドイツ人供血看1朋37名由来の検  
体中0．03％が抗WNV陽性であった。ドイツ人9976名由来の  
検体をWNVNAT法を用いてWNV－RNAの有無を調べた結  
果、全て陰性であった。米国由来血兼プールではWNV－  
RNAがしばしば検出されたが、ヨーロッパやアジア由来の  
プールからは検出されなかった。また、血菜製剤製造過  
程のウイルス不活化によリWNVに関する安全性は保旺さ  
れることが明らかとなった。  

バベシア症  
米国コネチカット州での輸血による8abesiami¢rO厄感染の  

Bl00d2007；110： 853  危険性を評価するため、2004－2007年に収集されたドナー  
とレシピエントの保存検体を検査した。その結果、45回の  
赤血球輸血を受けていた患者1例でBabesiamicro厄感染  

が確認されたが、血清検体陽性のドナーを特定すること  
はできなかった。危険性は1920回の赤血球輸血で0例ま  
たは1例と計算された。   
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ディスク  
ノボノル  ファーマ  

有効成分  アルファ（活性型）（遺伝子  該当しない  

型）（遺伝子  

ルフア（活性  租換え）  

アルファ（活  

性型）（遺伝  

子組換え）  

血液凝固第  
Ⅸ因子複合  
体  

オーストラリアで一人のドナーから臓器移植を受けた3例  
が移植後4－6週後に死亡した。他のいかなる方法でも原  
因不明であったが、2例のレシピエントの移植肝および腎  
から得られたRNAを偏りのない迅速シークエンシングで解  
析することにより、リンハ’性脈絡髄膜炎に関係する新規の  
アレナウイルスが原因であることが明らかとなった。レシ  
ピエントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルス  
が検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認さ  
れた。この方法は病原体発見の強力な手段である。  

リンハ○性脈絡髄 膜炎  NEnglJMed2008：  

10．1056／NEJMoaO7  358  3785  

ウイルス感染  
‾  

白石葡壷葡石荊ぎな護符扇モこう誠5軒宣膏甚面前苺丁再だ  

ボリビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検  
体を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを  
草紙し、アレナウイルスと同定した。RT－PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。  

PLoSPa仙ogens  

2008：4：elOOOO47  

boston．com2008年 5月13日  筋；確粛絡葡‾ 膜炎  2008年5月12日の保健当局発表によると、ボストンの病院  
で検出が難しいウイルスに感染したドナーから腎臓を移  
植された70歳女性が死亡し、57歳男性が危篤である。ド  
ナーと患者2名の検体をCDCが検査したところ、全員、リ  
ンパ球性脈絡髄腐炎ウイルス（LCMV）膀性であり、ドナー  
からの伝播であったことが確認された。移櫨附こはエイズ  
ウイルス、肝炎ウイルスなどの検査は行ったが、LCMVの  
検査は行っていなかった。   

鳥インフルエン ザ  ヒト下垂体  
性性腺刺激  
ホルモン  

中国  2008年1月10日、中国保健局は、最近、江蘇省で発生し  

た52歳男性の鳥インフルエンザ感染は、患者であった息  
子との濃厚な接触により感染したものであり、ウイルスの  
変異は認められていないと確定した。しかし、息子と父親  
はいずれも死亡した家禽との接触がないため、息子の感  
染源は明らかになっていない。息子は11月24日に発症  
し、12月2日に死亡し、父親は12月3日に発症したが回復  
した。   

ProMED－  

maiは0080110．0134  の尿抽出物  
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から始まったウガン  CDCとウガンダ保健省は、2007年8月   エボラ出血  CDC2008年1月8日  

ダ西部に位置するBundibugYO地区におけるエボラ出血熱  

のアウトブレイクを報告した。2008年1月3日までに148人  
が罷患し、37人が死亡した。患者検体の遺伝子解析によ  
り、既知の4つのエボラウイルス株と異なる、新たなウイル  
ス株である可能性が示唆された。確定には更なる研究が  
必要である。  

運動失調や記憶障害などを呈し、発症後14ケ月で死亡し  

た患者（39歳女性）の剖検を行ったところ、白箕の広汎な  
変性と皮質および白質におけるPrP沈着を示す非定型孤  
発性CJDであった。小脳組織由来のPrPScを分子分析し  
た結果、VCJDでみられるPrPSc4型と似た新規のPrPSc  
であることが示された。典型的vCJDとはEDTA存在下で  
のプロテアーゼ開裂部位が異なった。この患者のPRNPコ  
ドン129はホモ／くリンであった。  

異型クロイツ  フェルトヤコ ブ病 ．  
Arch NeuroL2007：  

64：1780－1784  

ペルーIquitos地域のラットから新規のレプトスピラを同定  

し、”Leptospiralicerasiae”serovarvari”aLと名づけた。同  
地域の急性レプトスピラ症患者の30％で同レプトスピラに  

対するMAT抗体が高力価で検出されたが、ペルーの他の  
地域では7，もであった。この新規のレプトスビラ種はアマゾ  
ンの生物学的多様性を反映しており、ペルーアマゾンに  
おけるレプトスピラ症の重要な原因と考えられる。  

iフヲ指ピ亨症‾  
PLoSNeglTropDis  
2008：2：e213  

出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に  
ボリビアのCochabarnba付近で発生した。1死亡例から検  
休を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを  
単離し、アレナウイルスと同定した。RT－PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。   

ち才フじ天啓築‾‾  
PLoSPathogen  
2008；4：elOOOO47  
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細菌感染  第82回 日本感染  
症学会総会 099  
2008年4月17－18日  

平成17－19年度に国内医療機関より検査依頼のあったヒ  
ト刺唆マダニについて病原体検索を行った。その緒果、52  
症例54個体中3例で寄生マダニよりボレリアDNAが検出さ  
れた。Borreliav8laisiana近縁種による世界で初めてのラ  
イム病症例を見出した。また、新しいボレリア感染症  
Southern七ck－aSSOCiatedrashillnessが国内のキチマダ  
ニによって媒介される可能性を初めて示した。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病  

米国で、小腸のBu止ittリンパ腫で化学療法を受けた後、  
同種腐帯血移植を受けた6歳の男児が移植5ケ月後に致  

死性の高進行性脳症を発症した。剖検により脳内の海線  
状変化が明らかとなり、多くの臨床経過所見がTSEと一致  
していた。生前および死後の検査では病因を特定できな  
かった。化学療法や抗ウイルス療法による後天性ミトコン  
ドリア病である可能性は除外できなかったご同種造血幹  
細胞移植後の海綿状脳症の初めての報告である・。  

PediatrTransp［ant  
2008；12：95－98  

亨豆古着‾‾‾…  WHO2008年5月1 日  
中国におけるエンテロウイルス：2008年4月29日現在、中  
国で乳幼児におけるエンテロウイルス（EV－71）による手足  
口病が死亡20例を含む1884症例報告されている。死亡20  
例はAnhui省Fuyang市である。死亡例は全てEV－71感染  
による神経原性肺水腫のような重症の合併症により死亡  
した。全症例の死亡率は3月10－31日は11％であったが、4  
月17－29日には0．2別こ減少した。  

√  

葡訴盲許  
性性腺刺激  
ホルモン  

中国  
蔦才ララ7仁王ジ ザ  

－■■■■■■■■■■■■■■■■■－－－－－－－－－－■■－－－－－－－－－－－一一－－－－－－－－－－－－－－－■■■■■■■■＝■■■●■●■  

80299に同じ  ProMED－  

mai120080110，0134  の尿抽出物   

エボラ出血  
CDC2008年1月8日  ■■■t■■●■■－■■■■■■●●■■一－一一－－－－－－－－－－－－一－－－－一－－－一一■－■■－－－－－－－－●一■－－■●■■  

80299に同じ  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病   

‾  
1ニヲF天2亨痘  

■■■●●■－－－■■■■■－■■t■■－－－－－－－－t－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－t－●■■■■■■■■●■■  

80299に同じ  ArchNeuro12007；  
64：1780－1784  

‾■●■■■■■■■■一一■■■■●■一■－●－－－－－－－－－一一－■－－■－－－－－－－●■－■－－－－－－一一■－■■●■■■●－■  

80299に同じ  PLoSNcgrTropDis  
2008；2：e213  

ち才フi謀甜‾  一■■l■■●●■●■●－－■●■－■■t■l■■■■●－－－■■■■■－－－－－－－－－－－－－，■■■－－－－－－－－－－－－－－－－■■■■■●  

80299に同じ   PLoS Pathogens 
2008：4：elOOOO47  
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第82回 日本感染  
症学会総会 099  
2008年4月17－18日  

Pediatr Transplant 
2008：12：95－98  

細菌感染  80299に同じ  

80299に同じ  異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病  

手足口病  80299に同じ  
WHO2008年5月1 日  

パキスタンにおけるトリインフルエンザの状況（update2）：  

血清学的検査で更に2例のH5Nl症例が確定され、パキス  
タンPeshawarでの家族クラスターに関する最終的なH5Nl  

感染検査結果が得られた。これらの検査結果は2007年12  
月の調査結果から得られた疫学的知見を支持するもので  
あり、限定的なヒトヒト感染が発生したが、共同体には拡  
大しなかったことが示された。  

WHO2008年4月3 日  
烏インフルエン  
ザ  

2007年12月にトリインフルエンザにより死亡した24歳の中  

国人男性は、52歳の父親に直接ウイルスを感染させた  
（ヒトヒト感染）と、2008年4月7日に医師が報告した。中  
国当局は息子から父親に感染したと考えていると発表し  
ていたが、遺伝子配列や他の検査から裏付けられた。  

鳥インフル工ン ザ  ProMED－  

mai120080408．1292  

2007年12月に高病原性トリインフルエンザA（H5Nl）ウイル  
スに感染した2名の家族クラスターが中国Jiangsu省で同  
定され、調査の結果、息子から父親への限定的なヒトヒ  
ト感染と考えられるとの記事が2008年4月にbncetに掲載  
された。両症例から分離されたH5Nlウイルスは1つの非  
同義のヌクレオチド置換以外は遺伝子的に同一であっ  
た。   

鳥インフルエン ザ  Medical News 
Today2008年4月8  

日  
Lancet2008；371：  

1427－1434  

葡葡薗葡旅 抽出物  

マウス腹水  ムロモナブ  
ーCD3   
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パリビズマ  
アポット ンヤパン  （遺伝子組換え）  

ウシ血清ア ルブミン  
ウシ血液  

7モりビプラヲモ育苗字面藤吉テ…………  濃縮リビッド  オーストラリ  

ア、ニュー ジーランド  ジャパン  

日本メジ  ガラクトシル  
人血清アル  
ブミンジエチ  
レントリアミ  
ン五酢酸テ  
クネチウム  
（99mTc）  

日本  
アルブミンジエチレントリアミン五酢酸テ  
クネチウム（99mTc）注射液  

剤基準人血  
清アルブミン   

ルック／くック調査でPropionibacte山ma¢neS汚染が推定  
される血小板濃縮製剤（PC）の保存かち輸血までを追跡し  
たところ、輸血後の有書事象は見られなかった。Invむ0  
試験でプロピオン酸菌属の臨床分雛菌をPCに接種し、好  
気的に220cで10日間保存という条件下での生育を調べた  
ところ、細菌の生育は緩慢か生育を認めなかった。プロピ  
オン酸菌属はPC保存条件下では増殖しないため、検出さ  
れないか、輸血後に検出されると考えられた。  

葡薗薗襲‾‾‾●‖  

VoxSang山nis  

2008；94：193－201  

血小板濃厚液におけるUVC照射の病原体不活化能を検  
討した。∪VC照射は、血小板の品質に影響を及ぼさず  
に、細菌（表皮ブドウ球菌、黄色ブドウ球菌および大腸  

菌）ならびに伝播性胃腸炎ウイルスなど広範なウイルス  
（HⅣおよぴシミアンウイルス40を除く）を不活化することが  

できた。しかし、HⅣのような血液感染性ウイルスに対応  
するには、∪VC法をさらに最適化することが必要である。  

感染  Transfusion2008：  

48：304－313  
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欧州の3つの血液センターにおけるアモトサレンおよぴ  
∪VAによるフォトケミカル処理（PCT）過程のプロセス／くリ  

デーション試験を行った。フィブリノーゲンおよび第Vl皿因  

子はPCTにより平均26％減少したが、治療用血費として十  
分なレベルを保棒していた。他の凝固因子は対照FFPの  
レベルの81－97％であった。PCT処理済FFP中0）凝固因子  
が治療用血凍に関する欧州規制および国内基準の範囲  
内に保持されることが示された。  

Transfusion2008：  
48：697－705  

細菌感染  
第56回 日本輸血・  

細胞治療学会総会  
2008年4月25－27日  
WS－3－3  

膜炎を併発し、血小板残液からBacilluscereusが検出さ  
れた症例の報告である。TRAU様の急性呼吸不全を呈し  
た際は、輸血後感染症も視野に入れた対応が必要であ  
る。髄膜炎併発例の報告はこれまでに無いが、輸血後感  
染症治療では髄液移行性も考慮した抗生剤選択が求め  
られる。培養検査だけでなく、遺伝子検査まで施行するこ  
とが、診断及び同一菌株の証明に重要である。  

ペスト  2003年6月から7月にアルジェJJ70ran地区においてペス  
2007；13：1459－  EmergInfectDjs  1462  トの集団感染が発生した。同国では、この疾患は50年以  

上報告されていなかった。腺ペスト症例18名が特定され、  
Yersiniapestisが6名から分線された。初発患者を除き、  
全員が回復した。標的予防的化学療法、衛生、ベクターコ  
ントロールが、感染制御上重要な役割を果たした。疫学  
的、分子生物学的な知見から、当該期間中、現地の保菌  
動物の存在が強く示唆されたが、その起源については特  
定できなかった。  

職者……‾‾‾…  石ウラ苅三テ妬惇ジ芋才王ぎ蔀石膏南海著症南野た〔貰  
低となった2000年の28例から昨年（2∞7年）は340例まで  
急増した。州の他の大都市の都と比べて非常に急激な増  
加である。増加率は州全体の2倍以上、全国の3倍以上に  
なる。州から派遣された5名の専門家チームは、梅毒と診  
断された人々と連絡をとって、性的パートナーを探し、検  
査を受けるよう勧めている。  

SignOnSanDiego．GO  
m 2008年3月26日  

バベシア症  米国中南部では様な輸血によると考えられるBabesia  

microu感染症例の報告である。61歳の女性患者で、赤血  
球輸血後、吐き気と発熱を訴え、敗血症の症状を呈し、死  
亡した。血液塗抹棟木で赤血球の5～15％にトロフォゾイ  
ト（栄養体）があった。患者血液検体中でBabesiaは形態  
学的に確隠され、PCRでB．JmiGr鵬陽性であった。輸血さ  
れた製剤の供血者のうち1名が臥microti陽性であった。   

AmericanSociety  
for Microbiology 
lO8th General  
Mee七ng2008年6  

月ト5日、Boston  
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血液製剤の輸血によりシヤーガス病に感染し、死亡した  
スペイン人患者の寄生虫学的、血清学的疾患経過、なら  
びに供血者の調査の報告である。患者は白血病の既往  
があり、176名以上の供血者由来の輸血を受けていた。  
臍帯血移植のための免疫抑制状態で、寄生虫が血液脳  
関門を通過して神経系に感染したことが確認された。特  
定された供血者は無症候であった。複数回輸血患者は、  
免疫抑制剤治療実施前に、抗TⅣPanOSOmaC川Zi抗体の  
スクリーニングを受けるべきである。  

アメリカ・アメリ  
カ・トリパノソー  
マ症  

ClinInfectDis  

2008：46：e44－47  

2008年1月21日、Bra乙iliaで32歳の男性が黄熟のため死亡  

した。これは、ブラジルにおける15人目の黄熟死亡患者で  
ある。MatoGrossoでも1名の感染と死亡が確認された。  
パラグアイ保健当局は首都Asundonの病院で集中治療を  
受けていた39歳の女性が2008年2月16日に死亡したと発  
表した。同国ではこれまでに、少なくとも6名が黄熟によっ  

て死亡した。多くの市民がワクチン投与を求めて病院に  
殺到している。  

ウイルス感染  ProMED－  

mai120080218．0645  

大阪における1997－1999年の献血者979052名中102名が  

ヒトパルボウイルスB19感染者であった。B19感染者のう  
ち20名のB19DNA、IgGおよぴIgMを長期間フォE）－アップ  
したところ、B19持続感染が観察されたが、B19感染の症  
状を報告した者はいなかった。B19急性感染後の血兼ウ  
イルスカ価は約1年で10一ル／mL未満、約2年で10ユIU／mL  
未満まで下がることが示された。  

パルボウイル ス  Transfusion2008：  

48：1036－1037  

オーストラリアで一人のドナーから臓器移植を受けた3例  
が移植後4－6週後に死亡した。他のいかなる方法でも原  
因不明であったが、2例のレシピエントの移植肝および腎  
から得られたRNAを偏りのない迅速シークエンシングで解  
析することにより、リンハ1生脈絡髄膜炎に関係する新規の  
アレナウイルスが原因であることが明らかとなった。レシ  
ピエントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルス  
が検出され、また免疫組織学的および血清学的に確降さ  
れた。この方法は病原体発見の強力な手段である。  

リンハ○性脈絡髄  
膜炎  

NEngtJMed2008；  
358：991－998  

スウェーデンにおけるPuumalaウイルスの予期せぬ大規  

模アウトブレイクにより、2007年のV畠sterbotten地方の流  
行性腎症患者の数ーよ100．000人当り313人に至った。醤歯  
類の増加の他、気候温暖化および地表を覆う棟雪の減少  
により、ウイルスを媒介するハタネズミの活動が活発だっ  
たことが、当該アウトブレイクの一因であろうと考えられ  
る。   

ハンタウイルス  EmergInfectDis  
2008；14：808－810  
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アモトサレンと紫外線A波で光化学処理した血小板  

（PCT－PLT）の輸血に関連する有害事象を調べるために  

能動的血液安全監視プログラムを実施した。患者1400名  
l＝7437件のPCT－PLTが輸血され、その内、68件が有害  
事象と関連付けられた。PCT－PLT輸血に関連した急性輸  
血反応は発現頻度が低く、ほとんどが軽度であった。  

Vox Sanguinis 
2008；94：315－323  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ ブ病  

感染動物モデルにおいても、血中示輌高一富白面輌旨簸  
きめったに検出されない。新規の酸性SDS沈殿法と高感  
度化学発光法とを組み合わせることにより、プロティナー  
ゼK耐性3F4反応性タンパクが、スクレイピー感染ハムス  
ターの血兼中からは検出されるが、疑似感染ハムスター  
では検出されないことが示された。血兼中において  
PrPresは他の血祭タンパクと糖鎖を通じて凝集しており、  
スクレイピー感染ハムスター血策において検出可能と  
なったことが示唆された。  

2007：51：122ト  MjcrobioIImmun01  1231  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病  

非典型的BSE株の1つであるBASE（またはBSE－L）の感染  JViro12008：82：  
3697－3701  性およぴヒトでの表現型を調べた。BASEウシ由来の脳ホ  

モジネートを、ヒトプリオン蛋白を発現するトランスジェニッ  
ク（Tg）マウスに接種したところ、60％が20－22ケ月後に感染  
し、古典的BSEに関する報告より高い感染率であった。  
BASE感染ヒト化Tgマウス脳における病因性プリオンのア  

イソフォームは、元のウシ8ASEまたは孤発性ヒトプリオン  
病のものとは異なっていた。またBASEプリオンはリンパ  
向性であった。  

BSE  

0IE／Wortdanima】 heaJthsituation 2008年3月31日  

■■■■■●－■■■■■■■■●■■－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－－■－－－－－－－一一■－－●■■■■●－－■■■■■ 1989年から2008年3月までに、英国以外の世界各国から  
国幹獣疫事務局（01E）に報告された畜牛におけるBSE症  
例数である。2006年は、スペイン68頭、アイルランド41頂、  
ポルトガル33頭、ドイツ18頸、日本およぴポ」ランド10  
頭、フランス8頚、イタリア7頭、スイスおよびカナダ5頭、  
チェコ3頭、オーストリア、ベルギーおよぴオランダ2頭、ス  
ロベニア、スウェーデンおよび米国1頭である。2008年に  
は、これまでにカナダ1頭、アイルランド6頂が報告されて  
いる。  

0IE／Worldanimal  
heaIth situat］on  
2008年4月17日  

■■■■■■●■●■一一－－●■■t●■●－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－一一－－－－一－－－－■－－■■■■l■■■－－ 2008年3月までに、英国から国際獣疫事務局（0IE）に報告  
されたBSE数である。1987年以前は英国全体で446亘更で  
あったが、1992年には37280頭となった。その後、減少し、  
2007年には67頭となった。2008年は3月31までに10頭報  
告されている。   

186／260ページ  



フランスの新規HⅣ診断例におけるHⅣ－2およびHⅣ－1  AIDS2007：21：  

2351－2353   ループ0型の感染率を調べた。2003年1月から2006年6月  
に10184例のHⅣ新規診断症例が報告されたが、HⅣ－2お  
よぴHⅣ－1グループ0型感染の割合は、各々、1．8，ははぴ  
0．1％であった。これらの症例のほとんどは、異性との接触  

により感染した流行地域出身の患者であった。HⅣ－2感  
染のうち3例は男性と性的関係を持つ非アフリカ系男性で  
あった。  

カナダの共同農場で生活していた7ケ月齢の乳児から、  
ん′Canada／1158／2006と名づけられたブタインフルエンザ  
Aウイルス（H3N2）が単離された。この農場のメンバー90名  
の内54名で同ウイルスに対する血清学的検査を行ったと  
ころ、54名中9名が陽性であった。また、ブタ10要員のうち1  

頸で血清腸性が明らかになった。ブタインフルエンザウイ  
ルス株は効率的にヒトからヒトヘ伝染する形に適応また  
は交雑することから、インフル工ンザ流行への備えの一  
環として養豚者の定期的サーベイランスを検討すべきで  
ある。   

才ジミ万仁王ジ亨7ミラ手書石ラ言古藩侯畜F≡溺守二言追福旨ゐ‾‾  

作業部会は、パンデミック時に供血間隔の例外的な取り  
扱いを認めるよう2月14日にFDAに対し要望書を送付し  
た。パンデミック時には適格な供血音数が制限されること  
が予想されるため、全血および赤血球採取の間隔を短く  
することが最も有効であるとしている。  

インフル工ンザ  
2007：13：1865→  

EmergInfectDis  柑70  

インフルエンザ  
Report2008年2月  
AABBWeekly  29日  

出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に  
ボリビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検  
体を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを  
単離し、アレナウイルスと同定した。RT－PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChap8re  
ウイルスと命名することを提案する。  

ウイルス感染  
PLoS Pathogens 
2008；4：elOOOO47  

輸血によりHBs抗体エスケープ変異株に感染し、肝炎を  
発症した40歳代女性の症例報告である。献血者、受血者  
の塩基配列の解析を行って感染が証明された。核酸増幅  
検査を含む献血者のスクリーニングを行っているにもか  
かわらず、本邦では年間10－20例のHBV感染が報告され  
ている。その原医の一つがHBs抗体エスケープミュータン  
トであるが、本症例のように献血者、受血看ともに塩基配  
列の解析を行い感染が証明された例はきわめて稀であ  
る。   

B型肝炎  
第37回 日本肝臓  

学会西部会 2007  
年12月7－8日、肝臓  
2007；48（Supp）3）：  

A522  
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B型肝炎  最小感染呈を求めるために、遺伝子型Aまたは遺伝子型  
CのHBVを含む急性期前の接種株をチンパンジーに接種  
したところ、最小50％チンパンジー感染王（C氾50）は各々  

約10コピーと推定された。最低感染1を接種したチンパン  
ジーにおけるHBVDNAウィンドウ期は遺伝子型Aでは  
55－76日、遺伝子型Cでは35－508、HBsAgウインドウ期  
は遺伝子型Aでは69－97日、遺伝子型Cでは50－64日で  
あった。またH8VDNAダブリングタイムは遺伝子型Cの方  
が遺伝子型Aに比べ有意に短かった。  

Transfusion2008：  
48：286－294  

B聖肝炎C型  
肝炎  

新高面百泰葡瓦ニ 
細胞治療学会総会  
2008年4月25－27日  
‾‾   P－033  

2007年に医療機関から日本赤十字社に報告された輸血  

関連感染症の報告数は124例（10月末現在）であり、一昨  
年及び昨年の同期間に比べ減少傾向にある。内訳は  
H8Vが61例，HCV32例、細菌24例、その他のウイルスが7  
例であった。ウイルス感染（疑）症例の調査結果により病  
原体を確認した症例は、HBVの12例とHCVの1例であっ  
た。HCVの1例は20プールNAT開始後（2004年8月開始）  
初めての検出限界以下の献血血液による感染症例で  
あった。  

E型肝炎  
2004年1月1日～2006年12月31日に腎移植（241名）また  

N EnglJMed2008；  
358：81ト817  は肝移植（86名）を受けた患者の移植時の抗HEVIgG保  

有率は、各々14．5％または10．4％であった。この内、肝移植  
を受けた3名、腎移植を受けた9名、腎臓と膵臓の移植を  
受けた2名の計14名で急性HEV感染を同定したが、全長  
血清HEVRNA陽性であり、内8名が慢性肝炎となった。移  
植から診断までの時間は短く、慢性肝炎に進展した患者  
ではリンパ球数並びにCD2、CD3およぴCD4T細胞数が  
有意に低かった。  

E型肝炎  

第56回日本輸血・ 細胞治療学会総会 2008年4月25－27日 0－026  

〕モ糎青垣垣了≡お口モ義行ヲニコじ再青戸芙タブ＝三ジ殉窟‾  

量を用いてTaqManRT－PCR法によるHEVNATスクリーニ  
ングを行った。陽性献血者85例について追跡調査および  
遡及調査などを行なった。陽性献血者の多くは動物内臓  
肉を食してHEVに感染したと考えられる新規感染者で、  
GenotypeはG3が多かった。多くは症状が現れないまま抗  
体が陽転化し、典型的な無症候性一過性感染の経過を  
たどった。   

‾‾‾‾‾‾‾‾●  

ど〔芋蔓新車種懐葡薮示）㌃毒ブ  
‾‾  

王手〒茎葡  
性性腺刺激  
ホルモン  
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大塚製薬  インターフェロン アルファ（BALL－1）  ハムスター  
（ヒトリンパ  

芽球細胞を  
皮下で増殖）  

ハムスター  

筍帯董葎蔭  
性腺刺激ホ  
ルモン  
②胎盤性性  
腺刺激ホル  
モン   

所：ララす‾ ②ブラジル  

CDC／Travelers  
Hea仙2008年6月  
13日  

乏面白吉子冨畠盲：ブラヲ正吾薩高一夏ヲ亨夢花篭荏ゐ康行ぎ  

および外交官に黄熱病警報を発した。2008年6月11日現  
在、死亡25名を含む、45名の黄熱病確定症例が報告され  
た。黄熱病危険地域への旅行者は10日前にワクチン接  
種を受けるよう書告している。また、更に2つの州が危険  
地域に指定された。  

①下垂体性性腺刺激ホルモン  
②胎盤性性腺刺激ホルモン  グ・プラウ  

人尿 ②妊婦尿  

‾  
ち才）㌃天啓落  

‾  
辞〕盲テ諜薩雪盲こ1詣古な苫高手＝芯だ£すご背中所  

村部で感染により死亡した患者1例の血清検体から、未  
知のアレナウイルスが同定され、Chapireウイルスと名づ  
けられた。この研究は4月18日付けPLoSPathogensに発  
表された。ChapareウイルスはJunin、Machupoおよぴ  
Guanaパtoウイルスと同様の出血症状を起こすが、遺伝学  
的には異なる。  

ProMED－  

mai120080418．1387  

ウイルス感染  出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に  
ボリビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検  
体を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを  
単離し、アレナウイルスと同定した。RT－PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。  

PJoSP8肋ogens  

2008：4：elOOOO47  

デング熱  CDC／Travelers  
Hea旺h2008年7月  

24日  

ブラジルでは2007年に続き、2008年もデング熱の大きな  
アウトブレイクが報告されている。保健当局によると1  
2008年3月28日現在、デング熱総症例数は120570例で、  
その内、デング出血熱647例、死亡48例である。リオデ  
ジャネイロでは2008年4月10日現在、デング熱総症例数  
は75399例で、その内、死亡80例である。ブラジルへの旅  
行者は故に刺されないよう十分注意すべきである。  

芋ジグ訂‾‾‾‾‾‾  2008年5月28日、ブラジルRiodeJaneiroでは、今年になっ  ProMED－  

mait20080603．1776  てから162701例のデング熱症例が報告され、その内、死  
亡例は123例で、更に116例のデング熱疑い死亡例を調  
査中であると保健局が発表した。また、保健局発表によ  
ると、2008年5月21日現在、ブラジルSergipeでは20174例  
が報告され、8726例が確定された。2008年4月は10万人  
当たり652．4例の発生率であったが、5月には10万人当た  
り118．2例に減少した。   
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発疹チフスワクチン  

より記載な  
製造中止に  し  

製造工程  鳥インフルエン ザ  
USA Published 

online2008年5月27  
Proc NatJAcadSci   日  

ルスの受容体結合能およぴフェレットモデルにおける感  
染性を調べた。その結果、2004年にカナダで分離された  
H7N3型、2002－2003年に米国北東部で分離されたH7N2  
型はα2－6結合シァル故に対する親和性を高めたHAを保  
有していた。また2003年にニューヨークの男性から分離さ  
れた低病原性H7N2型はフェレットの上気道で効率的に増  

殖し、直接接触で感染できることが確認された。   

イデュルス  
ルファーゼ  

（遺伝子組  

換え）  

宿主葡訂‾‾  

は、  
Amehc8n  
Type  
Culture  
C01】ectjon  

（ATCC）か  

ら入手した、  

ヒト繊維肉  

腫由来細胞  
HT－1080で  

ある。  

トリプシン  
ブタ薩廟‾‾‾‾…  

デンマーク、  
米国、カナ  
ダ  

アフィニ  
ティーカラム  
樹脂（大腸  
菌による遺  
伝子組換え  
たん白質）  

米国、 ＿ユ■ン■・ ランド  
髄、結合組  肪細胞、骨  織、心臓及び 骨格筋）  

ヒト線維肉  ヒト細胞株  米国   
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大日本住 友製薬  アガルシダーゼ アルファ（遺伝子組換 え）  

ブタ腸粘膜  ヘパリン  製造工程  米国、カナ  
ダ又は中国  

米国又はカ  

ナダ  

米国  

亨ジ石膏宙 
‾ 来成分  

ニューソー  
ランド又は  

オーストラリ  
ア  

米国  亨古瓦落首‾ 集成分  

葡‾…  米国  義元材‾‾  

米国、メキ シコ  
惑面河‾‾   

コンドロイテン硫酸鉄  

中国  

ヘパリン  

出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月に  
ボリビアのCochabamba付近で発生した。1死亡例から検  
体を入手し、患者血清検体から非細胞障害性ウイルスを  
単離し、アレナウイルスと同定した。RT－PCR分析、並び  
にS及びLRNAセグメント配列の解析の結果、このウイル  
スはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規のウイル  
スであることが示された。我々はこのウイルスをChapare  
ウイルスと命名することを提案する。   

ウイルス感染  ヨウ化人血清アルブミン（1311）  
ヨウ化人血  

富士フイル  
ムRIファー  
マ  

PLoS Pathogens 
2008：4：elOOOO47  

清アルブミン （131Ⅰ）  
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